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ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ダ
ブ
リ
ン
に
あ
る
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
に
、
上
下
二
巻
の
「
竹
取
物
語
絵
巻
」（
以
下CBL

本
）
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
鉱
山
業
で
財
を
成
し
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
卿
（Sir A

lfred Chester 

Beatty 1875

～1968

）
の
蒐
集
品
が
、
そ
の
没
後
に
、
晩
年
の
住
居
を
置
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政
府
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
一
年
に
開

館
し
た
の
が
同
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
で
あ
る
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
多
数
の
奈
良
絵
本
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
竹
取

物
語
絵
巻
」
で
あ
る
。
江
戸
初
期
、
一
七
世
紀
の
成
立
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
近
世
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
の
展
開
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
例
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、CBL

本
と
近
し
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
他
の
「
竹
取
物
語
」
四
本
の
絵
と
の
比
較
を
通
じ
て
、CBL

本
の
画
面
構
成
上
の
特
色
を
探
る
。

　

現
在
で
も
「
か
ぐ
や
姫
」
と
し
て
我
々
に
馴
染
み
の
深
い
こ
の
物
語
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
け
る
物
語
文
学
の
出
発
点
と
し
て
研
究
の
蓄
積
も
多
い
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
物
語
を
絵
画
化
し
た
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
に
関
し
て
の
先
行
研
究
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
現
存
す
る
絵
巻
作
例
が
、
中
世
末

期
以
降
に
作
ら
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
来
、
絵
巻
研
究
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
平
安
、
鎌
倉
時
代
の
作
例
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
美

術
史
分
野
で
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
の
研
究
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
ま
た
、
国
内
外
に
広
く
所
蔵
さ
れ
る
近
世
以
降
の
「
竹
取

物
語
絵
巻
」
を
閲
覧
す
る
こ
と
も
難
し
く
、
こ
れ
が
研
究
の
妨
げ
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」
の
諸
作
例
に
関
し
て
、
書
籍
や
所
蔵

先
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
た
画
像
公
開
が
進
み
、
閲
覧
し
や
す
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
国
文
学
の
分
野
で
蓄
積
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
研
究
を
踏
ま
え
た
絵
の

分
析
や
分
類
も
促
さ
れ
、
領
域
横
断
的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、CBL

本
と
関
連
諸
本
を
画
面
内
容
か
ら
比
較
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、CBL

本
と
比
較
対
象
で
あ
る
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二

四
種
の
絵
巻
の
構
図
や
モ
チ
ー
フ
に
は
、
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
な
お
、
今
回
研
究
対
象
と
す
る
絵
巻
は
、CBL

本
を
含

み
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）CBL

本
（
二
巻
）

（
２
）
国
学
院
大
学
図
書
館
本
（
三
巻
、
武
田
祐
吉
旧
蔵
、
以
下
国
学
院
本
）

（
３
）
諏
訪
市
博
物
館
本
（
三
巻
、
高
島
藩
主
諏
訪
家
伝
来
、
以
下
諏
訪
市
本
）

（
４
）
国
会
図
書
館
本
（
三
巻
、
以
下
国
会
図
書
館
本
）

（
５
）
九
曜
文
庫
本
（
三
巻
、
以
下
九
曜
本
）

第
一
章　

竹
取
物
語
と
絵
画

第
一
節　
『
源
氏
物
語
』「
絵
合
」
帖
に
登
場
す
る
「
竹
取
物
語
絵
巻
」

　

竹
取
物
語
は
、「
物
語
の
親
」
と
も
呼
ば
れ
、
日
本
で
現
存
す
る
最
古
の
作
り
物
語
と
さ
れ
て
い
る
。
平
安
中
期
に
は
「
竹
取
の
翁
の
物
語
」、「
か
ぐ
や
姫

の
物
語
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
成
立
は
仮
名
が
普
及
し
た
平
安
時
代
の
初
期
（
九
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て
）
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、作
者
に
つ
い
て
は
、

仮
名
の
文
章
力
と
中
国
神
話
や
仏
教
な
ど
の
事
物
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
漢
籍
の
教
養
も
深
い
知
識
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
源
順
、
源
融
、
僧
正
遍
昭
等
の
作
者
説
が
あ
る
が
、
成
立
年
と
同
様
推
測
の
域
を
出
な
い
。

　

広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、『
源
氏
物
語
』「
絵
合
」
帖
に
は
『
竹
取
物
語
』
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
同
帖
に
お
い
て
、
光
源
氏
と
弘
徽
殿
女
御
の
父
権

中
納
言
が
、
手
持
ち
の
絵
巻
の
優
劣
を
競
う
場
面
が
あ
り
、
そ
こ
で
「
物
語
の
出
で
来
は
じ
め
の
親
な
る
竹
取
の
翁
に
、
宇
津
保
の
俊
蔭
を
合
は
せ
て
争
ふ
」

と
し
て
『
竹
取
物
語
』
が
登
場
す
る
。『
源
氏
物
語
』
の
成
立
し
た
平
安
時
代
中
期
に
は
、
既
に
『
竹
取
物
語
』
が
日
本
の
物
語
文
学
の
源
流
で
あ
る
と
目
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
月
へ
帰
還
す
る
貴
女
と
い
う
奇
抜
な
設
定
と
共
に
、
民
間
伝
承
や
仏
教
的
な
要
素
も
含
ま
れ
た
物
語
で
あ
り
、
そ
の
後
の
日

本
文
学
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
存
す
る
本
文
は
、
中
世
以
降
の
も
の
に
限
ら
れ
、
完
本
と
し
て
は
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
書
写

の
奥
書
を
持
つ
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
が
最
古
の
写
本
と
目
さ
れ
る
。
な
お
本
稿
で
は
、『
竹
取
物
語
』
本
文
に
関
し
て
は
、
天
理
図
書
館
本
に
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三

基
づ
く
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
七
』
所
収
の
本
文
を
参
照
し
た
。

　

物
語
は
、
竹
取
の
翁
が
光
る
竹
の
中
か
ら
三
寸
ほ
ど
の
少
女
を
見
つ
け
る
所
か
ら
始
ま
る
。
少
女
は
か
ぐ
や
姫
と
名
づ
け
ら
れ
美
し
く
成
長
し
、
様
々
な
男

性
か
ら
求
婚
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
五
人
の
貴
公
子
の
み
が
求
婚
者
と
し
て
残
る
。
五
人
の
貴
公
子
は
か
ぐ
や
姫
に
無
理
難
題
を
言
い
つ
け
ら
れ
こ

と
ご
と
く
失
敗
し
て
い
く
。
か
ぐ
や
姫
と
五
人
の
貴
公
子
の
噂
を
聞
き
つ
け
た
帝
も
求
婚
を
試
み
る
が
、か
ぐ
や
姫
は
帝
か
ら
の
求
婚
を
も
断
わ
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
一
方
で
、
帝
と
か
ぐ
や
姫
は
そ
の
後
三
年
の
間
文
を
交
わ
し
続
け
る
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
頃
か
ら
か
ぐ
や
姫
は
月
を
見
て
は
嘆
く
よ
う
に
な
る
。
翁
達
が

理
由
を
尋
ね
る
と
、
か
ぐ
や
姫
は
月
か
ら
来
る
使
者
と
共
に
去
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
打
ち
明
け
る
。
翁
達
が
帝
に
こ
の
こ
と
を
奏
上
す
る
と
、
帝
は
館
を

武
士
で
取
り
囲
み
か
ぐ
や
姫
を
帰
さ
な
い
よ
う
に
画
策
す
る
。
し
か
し
そ
の
甲
斐
も
な
く
、
か
ぐ
や
姫
は
月
か
ら
来
た
使
者
と
共
に
天
に
帰
っ
て
行
っ
て
し
ま

う
。
帝
は
、
嘆
き
の
あ
ま
り
、
か
ぐ
や
姫
が
文
と
共
に
残
し
た
不
死
の
薬
を
富
士
山
で
燃
や
さ
せ
て
、
物
語
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
物
語

の
展
開
を
、
便
宜
的
に
下
記
の
と
お
り
分
類
し
て
考
察
を
行
う
。

Ⅰ
、
か
ぐ
や
姫
の
生
い
立
ち

Ⅱ
、
五
人
の
貴
公
子
と
帝
の
求
婚

Ⅲ
、
か
ぐ
や
姫
の
昇
天

Ⅳ
、
富
士
山

　

諸
本
の
本
文
を
概
観
す
る
と
、
Ⅳ
富
士
山
の
場
面
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
が
あ
り
、
最
終
章
が
物
語
の
発
生
段
階
か
ら
備
わ
っ
て
い
た
か
否
か
と
の
疑
問

が
生
じ
る
。
ま
た
物
語
の
展
開
上
、
Ⅰ
と
Ⅲ
が
幻
想
的
な
話
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ⅱ
で
は
現
実
的
で
笑
い
の
要
素
が
濃
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
物
語
構

造
上
の
特
徴
で
あ
り
、
異
な
る
二
つ
の
物
語
が
接
合
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
。
さ
ら
に
各
場
面
に
は
、
竹
取
翁
譚
や
、
妻
争
い
譚
、
致
富
長
者
譚
、

申
し
子
譚
、
小
さ
子
譚
、
異
類
婚
姻
譚
、
難
題
譚
、
起
源
譚
、
羽
衣
伝
説
な
ど
様
々
な
話
型
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
複
合
体
と
し
て
全
体
が
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
『
竹
取
物
語
』
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

加
え
て
、『
竹
取
物
語
』
は
古
く
か
ら
絵
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
先
に
見
た
『
源
氏
物
語
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。「
蓬

生
」
帖
で
は
常
陸
宮
の
姫
君
、
末
摘
花
が
古
い
「
物
語
草
紙
」
を
読
ん
で
暮
ら
し
て
い
る
描
写
が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
か
ぐ
や
姫
の
物
語
の
絵
に
書
き
た
る
を
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四

…
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
本
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
絵
合
」
帖
で
光
源
氏
と
弘
徽
殿
女
御
の
父
権
中
納
言
が
手
持
ち
の
絵
の
優
劣
を
競
う
以
下

の
場
面
が
あ
る
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
〇
、一
七
六
頁
よ
り
引
用
）。

　

物
語
の
出
で
来
は
じ
め
の
親
な
る
竹
取
の
翁
に
宇
津
保
の
俊
蔭
を
合
は
せ
て
争
ふ
。「
な
よ
竹
の
世
々
に
古
り
に
け
る
こ
と
、
を
か
し
き
ふ
し
も
な
け

れ
ど
、
か
く
や
姫
の
こ
の
世
の
濁
り
に
も
穢
れ
ず
、
は
る
か
に
思
ひ
の
ぼ
れ
る
契
り
た
か
く
、
神
世
の
こ
と
な
め
れ
ば
、
あ
さ
は
か
な
る
女
、
目
及
ば
ぬ

な
ら
む
か
し
」
と
言
ふ
。
右
は
、
か
ぐ
や
姫
の
の
ぼ
り
け
む
雲
居
は
げ
に
及
ば
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、
誰
も
知
り
が
た
し
。
こ
の
世
の
契
り
は
竹
の
中
に
結
び

け
れ
ば
、
下
れ
る
人
の
こ
と
と
こ
そ
は
見
ゆ
め
れ
。
ひ
と
つ
家
の
内
は
照
ら
し
け
め
ど
、
も
も
し
き
の
か
し
こ
き
御
光
に
は
並
ば
ず
な
り
に
け
り
。
阿
部

の
お
ほ
し
が
千
々
の
金
を
棄
て
て
、
火
鼠
の
思
ひ
片
時
に
消
え
た
る
も
い
と
あ
へ
な
し
。
車
持
の
親
王
の
、
ま
こ
と
の
蓬
莱
の
深
き
心
も
知
り
な
が
ら
、

い
つ
は
り
て
玉
の
枝
に
瑕
を
つ
け
た
る
を
あ
や
ま
ち
と
な
す
。
絵
は
、
巨
勢
相
覧
、
手
は
、
紀
貫
之
書
け
り
。
紙
屋
紙
に
唐
の
綺
を
陪
し
て
、
赤
紫
の
表

紙
、
紫
檀
の
軸
、
世
の
常
の
よ
そ
ひ
な
り
。

　

傍
線
部
に
「
紫
檀
の
軸
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
登
場
す
る
絵
を
伴
っ
た
『
竹
取
物
語
』
が
、
冊
子
本
で
は
な
く
絵
巻
物
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
宮
廷
絵
師
や
能
筆
を
動
員
し
た
書
と
絵
、
贅
沢
な
表
装
か
ら
見
て
、
こ
の
「
絵
合
」
の
場
面
で
は
『
竹
取
物
語
』
が
ひ
と
き
わ
豪
華
な

絵
巻
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
巨
勢
相
覧
の
活
躍
期
は
延
喜
末
年
（
九
二
三
）
頃
、
紀
貫
之
の
没
年
が
天
慶
八
年
（
九
四
五
）
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
一
一
世
紀
初
頭
の
成
立
と
見
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
』
の
中
で
、
相
覧
や
貫
之
の
活
躍
し
た
一
〇
世
紀
前
半
に
遡
る
古
作
の
絵
巻
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
『
竹
取
物
語
』
理
解
を
踏
ま
え
る
と
、
か
ぐ
や
姫
の
物
語
は
、
成
立
直
後
か
ら
既

に
絵
と
共
に
あ
っ
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

第
二
節　
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
研
究
史

　

先
述
の
と
お
り
、
美
術
史
学
の
分
野
で
は
こ
れ
ま
で
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
現
存
諸
本
の
カ
ラ
ー
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五

図
版
が
書
籍
に
掲
載
さ
れ
る
機
会
や
、
所
蔵
機
関
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
画
像
が
公
開
さ
れ
る
機
会
が
増
え
、
画
像
を
用
い
た
研
究
の
条
件
が
整
っ
て
き
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
個
々
の
作
品
研
究
も
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
ま
ず
先
行
研
究
を
振
り
返
り
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
の
諸
本
が
紹
介
さ
れ
て
き
た
今

日
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

　

一
九
七
八
年
に
は
、
片
桐
洋
一
他
編
『
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
』
に
お
い
て
、
吉
田
幸
一
氏
所
蔵
絵
巻
の
十
六
図
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
絵
巻
五
図
を
カ

ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」
の
作
品
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た（

１
）。

ま
た
同
年
、
徳
田
進
『
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
的
研
究　

橘
守
部
作
竹
取
物
語

絵
巻
へ
の
展
開
』
も
刊
行
さ
れ
、
江
戸
後
期
の
国
学
者
で
あ
る
橘
守
部
が
編
纂
し
た
『
竹
取
物
語
』
本
文
成
立
へ
の
展
開
が
、
現
存
す
る
「
竹
取
物
語
絵
巻
」

諸
本
の
比
較
を
通
じ
て
分
析
さ
れ
た（

２
）。

同
書
で
は
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」
十
三
本
の
成
立
年
代
に
関
す
る
指
標
が
示
さ
れ
、
以
後
の
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
研
究

の
足
掛
か
り
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
以
後
、
各
所
で
所
蔵
さ
れ
る
絵
巻
の
紹
介
が
続
く
。
一
九
七
九
年
に
は
、
反
町
茂
雄
『
日
本
絵
入
本
及
絵
本
目
録　

愛
蘭
国
ダ
ブ
リ
ン
・
チ
エ
ス
タ

ー
・
ビ
ー
テ
イ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
』
が
刊
行
さ
れ
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
の
中
心
と
な
る
同
図
書
館
所
蔵
の
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
も
紹
介
さ
れ
て
い
る（

３
）。

一
九
八
七
年
に
は
、
中
野
幸
一
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
』
に
、
二
種
の
奈
良
絵
本
が
影
印
で
紹
介
さ
れ
て
い
る（

４
）。

ま
た
、
一
九
九
八
年
に
、
工
藤
早
弓
編
『
奈

良
絵
本
（
下
）』
に
井
田
架
所
蔵
奈
良
絵
本
が
、
カ
ラ
ー
図
版
で
収
め
ら
れ
た（

５
）。

二
〇
〇
二
年
に
は
、
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
『
奈
良
絵
本
（
上
）』
に
奈
良
絵
本

二
種
が
影
印
で
掲
載
さ
れ
て
い
る（

６
）。

二
〇
〇
三
年
に
は
諏
訪
市
博
物
館
所
蔵
の
絵
巻
が
、
カ
ラ
ー
図
版
で
刊
行
さ
れ
た（

７
）。

な
お
、
同
本
は
現
在
、
諏
訪
市
博
物

館
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
。
同
年
、
樺
島
忠
夫
『
本
物
の
絵
巻
を
現
代
語
で
読
む　

竹
取
物
語
絵
巻
』
に
お
い
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
と
国

会
図
書
館
本
の
絵
が
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
た（

８
）。

二
〇
〇
六
年
に
は
、
針
本
正
行
氏
が
「
竹
取
物
語
絵
巻
の
本
文
」
と
し
て
国
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
（
武
田
祐

吉
旧
蔵
）
本
の
翻
刻
を
行
っ
て
い
る（

９
）。

同
本
も
、
現
在
同
図
書
館
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
に
は
中
野
幸
一
・
横
溝
博
編
『
九
曜
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
・
絵
巻
集
成　

竹
取
物
語
絵
巻
』
で
九
曜
文
庫
所
蔵
の
絵
巻
が
カ
ラ
ー
図
版
で
紹
介
さ

れ
る
と
共
に
、
中
野
幸
一
氏
に
よ
る
解
題
で
は
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」
諸
本
に
関
し
て
挿
絵
の
数
に
よ
る
分
類
が
提
案
さ
れ
た（

（1
（

。
中
野
氏
は
、
諸
本
の
挿
絵
の

数
は
十
二
図
か
ら
十
九
図
の
間
で
、
十
五
図
の
も
の
が
一
番
多
い
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
九
曜
本
と
同
じ
く
十
八
図
で
構
成
さ
れ
るCBL

本
と
の
比
較
も
行

わ
れ
て
お
り
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
も
、
こ
の
中
野
氏
の
指
摘
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
さ
ら
に
中
野
氏
は
、
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
も
触
れ
、『
竹
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六

取
物
語
』
の
本
文
は
古
活
字
本
系
と
流
布
本
系
に
分
か
れ
る
と
す
る
。
こ
の
う
ち
流
布
本
系
に
つ
い
て
は
、
中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
研
究　

校
異
篇　

解
説

編
』
に
お
い
て
、
九
曜
本
の
本
文
は
古
活
字
本
系
と
流
布
本
系
と
も
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
に
言
及
す
る
。

　

二
〇
〇
八
年
に
は
『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
所
蔵　

竹
取
物
語
絵
巻
』
が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
絵
巻
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た（

（1
（

。
同
書
の
作
品
解
説
に
お
い
て
渡
辺
雅
子
氏
は
、
一
七
世
紀
に
お
け
る
竹
取
物
語
の
享
受
に
つ
い
て
考
察
し
、
求
婚
者
た
ち
を
滑
稽
に

し
笑
い
を
生
み
出
す
と
い
う
、CBL

本
に
見
ら
れ
る
表
現
上
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。
ま
た
渡
辺
氏
は
、CBL

本
の
画
面
構
成
上
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
長

連
続
型
画
面
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
の
作
品
の
制
作
意
図
に
つ
い
て
「
悲
し
く
も
滑
稽
な
貴
公
子
た
ち
と
、
地
上
界
と
天
上
界
と
の
異
常
な
時

空
間
を
絵
画
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
捉
え
、
本
作
が
成
立
し
た
近
世
に
は
、
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
貴
族
の
男
性
た
ち
を
、
絵
巻
の
中
で
滑

稽
に
描
け
る
時
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、CBL

本
に
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
「
天
上
界
と
の
接
触
と
い
う
異
常
事
態
を
絵
画
化
す
る
に
あ
た
っ
て
絵

巻
形
態
の
機
能
と
物
語
内
容
の
絵
画
構
成
と
の
融
合
に
成
功
し
て
い
る
点
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

以
上
の
出
版
状
況
に
加
え
て
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
国
学
院
本
や
諏
訪
市
本
、
そ
の
他
に
も
国
会
図
書
館
本
等
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」
諸
本
を
所
蔵
し
て

い
る
施
設
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
の
画
像
公
開
が
進
み
、
閲
覧
が
随
時
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」
諸
本
を

比
較
し
、
各
作
品
の
特
徴
を
把
握
す
る
研
究
が
進
展
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
、
久
保
木
寿
子
「
絵
本
・
絵
巻
と
物
語
表
現
―
『
か
ぐ
や
ひ
め
』
の
背
景
―
」
で
は
、
竹
取
物
語
の
絵
本
・
絵
巻
の
昇
天
の
図
に
的
を
絞
り
、

構
図
の
分
類
が
な
さ
れ
た（

（1
（

。
同
氏
は
、
か
ぐ
や
姫
を
迎
え
に
く
る
月
の
使
者
の
姿
で
二
種
に
分
け
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
う
ち
の
一
種
は
雲
上
天
女
来
迎

図
、
二
種
目
は
角み

ず
ら髪

童
子
来
迎
図
で
あ
る
。
雲
上
天
女
来
迎
図
は
そ
の
名
の
通
り
、
月
か
ら
天
女
が
雲
の
上
を
飛
び
な
が
ら
か
ぐ
や
姫
を
迎
え
に
き
た
姿
が
描

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
の
角
髪
童
子
来
迎
図
は
、
角
髪
に
し
た
童
子
が
空
か
ら
車
な
ど
を
押
し
か
ぐ
や
姫
を
迎
え
に
き
た
図
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
、中
島
和
歌
子
「
中
学
校
国
語
教
科
書
『
竹
取
物
語
』
の
挿
絵
を
め
ぐ
る
問
題
点
と
可
能
性
―
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
昇
天
図
の
解
釈
と
分
類
―
」

で
も
、
昇
天
の
図
に
基
づ
い
て
諸
本
の
分
類
が
試
み
ら
れ
た（

（1
（

。
先
行
す
る
久
保
木
氏
の
説
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
よ
り
詳
し
く
昇
天
の
図
に
つ
い
て
分
析
し
た
結

果
、
人
物
だ
け
で
な
く
車
や
小
道
具
に
至
る
、
諸
本
間
で
の
異
同
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
に
は
、中
古
文
学
会
で
「
絵
入
り
テ
キ
ス
ト
の
物
語
史
―
竹
取
・
住
吉
等
を
中
心
に
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」
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七

に
関
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
渡
辺
雅
子
「『
竹
取
物
語
』
絵
本
―
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
を
中
心
に
し
て
―
」
で
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
本
（
以
下M

M
A

本
）
を
紹
介
し
、
絵
に
つ
い
て
は
構
図
を
中
心
に
分
析
し
て
い
る（

（1
（

。
渡
辺
氏
は
、M

M
A

本
が
版
本
（
正
保
本
）
流
布
本
系
統
で

あ
る
と
位
置
づ
け
、
絵
の
部
分
に
つ
い
て
は
敢
え
て
描
か
れ
な
か
っ
た
場
面
や
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
と
い
う
点
へ
の
問
題
提
起
を
行
い
、
さ
ら
に
吹
抜
屋
台
で
描

か
れ
て
い
る
点
に
構
図
上
の
特
徴
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
針
本
正
行
氏
の
「
國
學
院
大
學
所
蔵
の
絵
入
り
物
語
」
で
は
、
国
学
院
所
蔵
の
「
竹
取
物
語

絵
巻
」
諸
本
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
針
本
氏
は
、
帝
の
勅
使
と
し
て
内
侍
中
臣
房
子
が
竹
取
の
翁
邸
に
来
訪
す
る
図
を
例
に
構
図
の
特
徴
を
述
べ
る
。

ま
た
本
文
の
異
同
が
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
は
不
明
と
し
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」の
本
文
が
正
保
刊
本
に
す
べ
て
依
拠
し
て
い
る
と
は
断
言
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

加
え
て
、
本
文
の
書
写
者
を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
入
り
物
語
の
生
成
と
享
受
の
場
を
検
証
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
問
題
提
起
す
る（

（1
（

。

　

同
じ
く
二
〇
一
〇
年
に
は
、
小
嶋
菜
温
子
「「
竹
取
物
語
絵
」
に
み
る
異
界
と
現
世
―CBL

（
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
）
本
・
立
教

本
「
不
死
薬
の
献
上
」
図
を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
お
い
て
、
立
教
大
学
所
蔵
本
とCBL

本
の
比
較
を
行
っ
た（

（1
（

。
絵
の
比
較
に
関
し
て
は
、
久
保
木
寿
子
氏
、
中

島
和
歌
子
氏
の
説
を
踏
ま
え
、
竹
取
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
昇
天
の
場
面
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
が
、
加
え
て
富
士
山
の
場
面
の
描
か
れ
方
の
比

較
が
さ
れ
て
い
る
点
に
新
規
性
が
あ
る
。
小
嶋
氏
は
、
竹
取
物
語
の
中
で
語
ら
れ
る
異
界
に
つ
い
て
、
車
持
の
皇
子
が
蓬
莱
の
こ
と
を
語
る
所
、
そ
し
て
か
ぐ

や
姫
が
月
へ
帰
る
地
上
と
天
上
の
比
較
か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
結
果
、
大
半
の
絵
巻
で
は
最
終
場
面
に
は
月
へ
帰
る
か
ぐ
や
姫
の
場
面
が
選
ば
れ
て
い
る
の
に

対
し
、立
教
本
とCBL

本
で
は
富
士
山
で
不
死
薬
の
献
上
の
場
面
を
選
ん
で
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、富
士
山
の
描
写
は
、

こ
の
両
本
に
お
い
て
竹
取
物
語
の
世
界
観
が
正
確
に
汲
み
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
と
指
摘
す
る
。

　

二
〇
一
一
年
に
、
曽
根
誠
一
「『
竹
取
物
語
』
絵
の
配
列
と
多
義
性　

逸
翁
美
術
館
本
と
諏
訪
市
博
物
館
本
の
比
較
を
通
し
て
」
で
、
逸
翁
美
術
館
本
と
諏

訪
市
博
物
館
本
の
比
較
を
行
っ
た（

（1
（

。
両
本
で
、
絵
が
各
一
図
を
除
い
て
一
致
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
配
列
に
相
違
が
み
ら
れ
る
点
に
着
目
し
、
諸
本
に

お
け
る
場
面
配
列
の
多
義
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
結
論
と
し
て
、
こ
の
両
伝
本
は
同
じ
下
絵
の
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
の
、
制
作
者
の
意
図
に
基
づ
い
て
変

化
が
生
ま
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
に
は
同
氏
が
「
元
禄
五
年
絵
入
版
本
『
竹
取
物
語
』 

第
一
図
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
を
読
む
」
に

お
い
て
、
奈
良
絵
本
二
十
七
本
の
絵
の
比
較
を
行
っ
た（

（1
（

。
こ
れ
は
、
諸
本
を
網
羅
的
に
比
較
す
る
こ
と
で
、
構
図
定
型
化
の
過
程
を
探
る
試
み
で
あ
っ
た
。
曽

根
氏
は
、
比
較
の
対
象
を
第
一
場
面
の
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
に
絞
る
こ
と
で
、
分
類
の
作
業
を
ひ
と
ま
ず
単
純
化
し
、
諸
本
成
立
過
程
に
一
定
の
見
通
し
を
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八

導
き
出
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
概
観
す
る
と
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」
研
究
に
お
い
て
は
、
諸
本
の
比
較
と
い
う
研
究
方
法
が
多
く
採
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
比

較
を
通
じ
て
、
絵
巻
の
特
徴
、
作
成
意
図
、
制
作
時
期
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
以
上
の
先
行
研
究
の
中
で
、
本
稿
に
お
け
る
考
察

の
出
発
点
と
な
る
の
が
、
昇
天
の
場
面
に
関
す
る
諸
本
間
で
の
異
同
を
分
析
し
た
中
島
歌
子
氏
に
よ
る
成
果
で
あ
る
［
表
１
］。

［
表
１
］

絵
巻
等
略
称

飛
ぶ
車

天
人
達
と

か
ぐ
や
姫

以
外
の
人
々

高
野
大
国

の
有
無

送
迎
の

方
向

持
ち
物
な
ど

車
、
雲
上
の
か
ぐ
や
姫

到来
中
野
幸
一
氏
蔵
本

板
輿

童
子
二
人

無
し

左
上

団
扇
を
持
た
ず

【
凡
例
】

（
ア
）
角
髪
を
結
っ
た
少
年
を
「
童
子
」、
領
巾
・

天
衣
を
ま
と
っ
た
成
人
女
性
を
「
天
女
」
と

し
た
。

（
イ
）
童
子
は
輦
・
輿
を
担
ぐ
が
、
天
女
は
車
輪

が
付
い
た
「
車
」
の
周
り
に
い
る
。

（
ウ
）《
▲
》
は
か
ぐ
や
姫
が
振
り
返
ら
な
い
。

（
エ
）
六
角
形
や
円
形
の
天
蓋
付
き
の
車
は
唐
風
。

（
オ
）
吉
田
氏
蔵
本
の
二
つ
の
昇
天
図
は
、
唐
風

装
束
の
天
女
の
み
を
描
い
た
も
の
で
、
か
ぐ

や
姫
で
は
な
い
と
の
説
も
あ
る
。

諏
訪
市
博
物
館
本

葱
花
輦（
童

子
の
人
数
の

う
ち
１
人

以
外
は
担

ぎ
手
）

童
子
三
人

無
し

右
上

先
頭
が
（
一
人
）
団
扇

を
持
つ

九
曜
文
庫
本

童
子
九
人

無
し

右
上

後
尾
が
（
一
人
）
団
扇

を
持
つ

武
田
氏
旧
蔵
国
学
院
本

童
子
十
人

無
し

右
上

ハ
イ
ド
氏
旧
蔵
国
学
院
本

四
方
輿

童
子
九
人

無
し

右
上

小
学
館
本

葱
花
輦

天
女
七
人

無
し

右
上

団
扇
を
持
た
ず

昇天
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
（
翁
、
嫗
）
描
か
れ
ず

天
女
六
人

無
し

左
上

無
し

唐
風
装
束
？

同
右
（
富
士
山
、
宮
中
）

天
女
三
人

無
し

右
上

前
田
青
邨
本

天
女
二
五

人

無
し

右
上

楽
器
、
蓮
華

和
風
装
束
▲

小
林
古
径
本

天
女
二
五

人
▼

無
し

左
上

楽
器
無
し
、
蓮
華

九
州
大
学
本
（
版
本
）

六
角
車

天
女
四
人

無
し

右
上

後
尾
が
団
扇
を
持
つ

唐
風
装
束

東
京
大
学
本

天
女
五
人
、

別
に
縁
に
一

人

○

右
上

後
尾
羅
蓋
、
管
楽
器
、

蓮
華
。
縁
の
一
人
は
手

紙
と
薬
壺

住
吉
弘
貫

円
形
車

天
女
、
童

子
、
天
人

多
数
。
別

に
手
前
雲

上
に
一
人

○

右
上

羅
蓋
や
箱
等
々
別
の
一

人
は
手
紙
と
薬
壺
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九

宮
本
長
則
氏
蔵
奈
良
絵
本

葱
花
輦

童
子
九
人

無
し

右
上

先
頭
と
後
尾
が
団
扇
を

持
つ

唐
風
装
束

龍
谷
大
学
蔵
本

天
女
六
人

○

右
上

団
扇
無
し

和
風
装
束

国
会
図
書
館
本

葱
花
車

天
女
六
人

○

右
上

先
頭
団
扇
、
管
楽
器
、

蓮
華

国
学
院
大
学
小
型
本

網
代
車

天
女
も
童

子
も
無
し

無
し

左
上

無
し

▲

　

さ
ら
に
昇
天
の
図
の
展
開
と
し
て
小
嶋
菜
温
子
氏
は
絵
巻
の
最
後
の
場
面
の
絵
は
以
下
の
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
と
し
た
。

　

ⅰ
「
来
迎
」
図
の
パ
タ
ー
ン

　

ⅱ
「
昇
天
」（「
飛
天
」）
図
の
パ
タ
ー
ン

　
　

ⅰ
と
ⅱ
に
つ
い
て
は
先
の
中
島
氏
の
論
文
を
参
照
す
る
。

　

ⅲ
「
富
士
山
」
図
の
パ
タ
ー
ン

　
　
　

�

富
士
山
を
描
い
た
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
の
例
は
少
な
い
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
、
吉
田
幸
一
氏
旧
蔵
本
と
い
っ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
富
士
山
を
描
き

な
が
ら
ⅰ
と
ⅱ
を
描
く
も
の
も
あ
る
。

　

ⅳ
「
不
死
薬
の
献
上
」
図
の
パ
タ
ー
ン

　

こ
の
よ
う
に
、
同
一
の
場
面
に
つ
い
て
諸
本
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
現
存
諸
本
の
特
徴
や
差
異
を
深
く
探
る
こ
と
が
出
来
る
。
比
較
す
る
場
面
や
作
品
を
増

や
す
こ
と
で
、
近
世
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
に
関
す
る
網
羅
的
な
系
統
分
類
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
た
試
論
と
し
て
、
本
稿
で

は
、CBL

本
を
中
心
と
し
た
五
種
の
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
に
つ
い
て
、
全
画
面
の
比
較
を
行
う
。

第
二
章　

諸
本
の
比
較

第
一
節　

竹
取
物
語
絵
巻
の
書
誌
学
的
研
究

　

ま
ず
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
五
種
の
絵
巻
の
書
誌
を
記
す
。
成
立
時
期
は
い
ず
れ
も
江
戸
初
期
、
一
七
世
紀
と
目
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
は
、
い
ず
れ
も
漢
字

仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
て
お
り
、
本
文
料
紙
に
は
金
泥
で
草
花
な
ど
を
描
く
豪
華
本
で
あ
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
画
風
は
各
々
異
な
っ
て
い
る
が
、
い
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一
〇

ず
れ
も
濃
彩
に
金
泥
や
金
箔
も
用
い
て
鮮
や
か
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
下
二
巻
で
構
成
さ
れ
るCBL

本
を
例
外
と
し
て
、
他
の
諸
本
は
上
中
下

三
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
場
面
の
数
も
、CBL

本
が
他
に
比
べ
少
な
い
。

（
１
）CBL

本
／
巻
子
装
、上
下
二
巻
。
外
題
や
内
題
は
な
い
も
の
の
、内
容
か
ら
竹
取
物
語
絵
巻
と
判
断
で
き
る
。
大
き
さ
は
、上
下
巻
と
も
に
縦
二
三
・
三
㎝
、

長
さ
は
上
巻
が
一
六
二
三
㎝
、
下
巻
が
一
三
六
五
㎝
。
上
巻
七
段
、
下
巻
三
段
の
計
一
〇
段
で
構
成
さ
れ
る
。

（
２
）
国
学
院
本
／
巻
子
装
、上
中
下
三
巻
。
外
題
や
内
題
は
な
い
が
、箱
書
に
「
竹
取
物
語
三
巻　

詞
書
青
蓮
院
宮
尊
鎮
親
王
御
筆　

絵　

狩
野
永
徳
法
印
筆
」

と
あ
る
。
大
き
さ
は
、
上
中
下
巻
と
も
に
縦
三
三
㎝
、
長
さ
は
上
巻
が
一
四
〇
〇
㎝
、
中
巻
が
一
三
七
四
㎝
、
下
巻
が
一
四
四
〇
㎝
。
絵
は
上
巻
が
六
段
、
中

巻
が
七
段
、
下
巻
が
五
段
の
計
一
八
段
。
詞
書
は
古
本
系
統
で
あ
る
こ
と
が
針
本
正
行
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
下
巻
に
錯
簡
が
あ
り
現
行
の

詞
書
で
は
、
第
一
紙
「
か
く
や
ひ
め
か
た
ち
世
に
…
か
の
御
使
に
た
い
め
ん
し
給
へ
と
い
へ
は
か
く
や
ひ
め
よ
き
か
た
ち
に
も
」
の
後
に
、「
あ
ら
す
い
か
て

か
み
ゆ
き
と
い
へ
は
う
た
て
も
の
た
ま
ふ
か
の
み
か
と
の
御
使
…
」
と
、
下
巻
最
後
の
場
面
の
詞
書
が
続
く
。

（
３
）諏
訪
市
本
／
巻
子
装
、上
中
下
三
巻
の
奈
良
絵
本
。
大
き
さ
は
、上
中
下
巻
と
も
に
縦
三
三
㎝
、長
さ
は
上
巻
九
五
七
㎝
、中
巻
九
九
五
㎝
、下
巻
九
二
六
㎝
。

絵
は
上
巻
五
段
、
中
巻
五
段
、
下
五
段
の
計
一
五
段
。
高
島
藩
主
諏
訪
家
旧
蔵
。
絵
は
各
巻
五
段
分
あ
る
が
、
詞
書
と
絵
が
対
応
し
て
い
な
い
箇
所
や
錯
簡
と

思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

（
４
）
国
会
図
書
館
本
／
巻
子
装
、
上
中
下
三
巻
。
絵
は
上
巻
六
段
、
中
巻
六
段
、
下
巻
六
段
の
計
一
八
段
。
詞
書
は
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
刊
の
版
本

に
近
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
九
曜
本
／
巻
子
装
、
上
中
下
三
巻
。
各
巻
の
外
題
に
は
、
本
文
と
同
筆
で
「
竹
と
り
物
語　

上
（
中
・
下
）」
と
あ
る
。
大
き
さ
は
、
上
中
下
巻
と
も
に

縦
三
三
㎝
、
長
さ
は
上
巻
一
二
八
六
・
六
㎝
、
中
巻
一
三
一
〇
㎝
、
下
巻
一
三
七
五
㎝
。
絵
は
上
巻
六
段
、
中
巻
七
段
、
下
巻
五
段
の
計
一
八
段
。

第
二
節　

諸
本
の
画
面
内
容

　

本
稿
で
は
、
諸
本
間
に
お
け
る
画
面
内
用
の
比
較
を
行
う
。
ま
ず
、
各
絵
巻
に
含
ま
れ
る
場
面
を
以
下
に
整
理
す
る
。
な
お
、CBL

本
に
つ
い
て
は
、
改

装
に
よ
る
錯
簡
が
あ
り
、
こ
れ
を
『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
所
蔵　

竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
に
基
づ
い
て
正
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一
一

し
た
上
で
考
察
を
行
う
。
ま
た
、
国
学
院
本
も
下
巻
に
錯
簡
が
あ
り
、
針
本
正
行
氏
の
論
考
を
基
に
正
し
た（

（1
（

。
論
を
進
め
る
上
で
、
各
段
の
絵
を
、
図
一
「
か

ぐ
や
姫
の
発
見
」、
図
二
「
か
ぐ
や
姫
の
成
長
」
な
ど
と
画
面
内
容
に
従
っ
て
呼
称
す
る
。

（
１
）CBL
本
／
全
一
〇
図
。
多
く
の
場
面
が
連
続
式
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
。
異
時
同
図
表
現
も
随
所
に
見
ら
れ
る 

。

図
一　
　

か
ぐ
や
姫
の
発
見
。
翁
達
籠
に
入
れ
て
か
ぐ
や
姫
を
育
て
る
。（
挿
図
１
）

図
二　
　

か
ぐ
や
姫
の
成
長
。（
挿
図
２
）

図
三　
　

貴
公
子
達
の
求
婚
。（
挿
図
３
）

図
四　
　

仏
の
御
石
が
偽
物
だ
と
ば
れ
て
皇
子
が
帰
る
場
面
。（
挿
図
４
）

図
五　
　

蓬
莱
の
話
。
蓬
莱
の
枝
が
工
匠
達
に
偽
物
だ
と
暴
か
れ
る
。（
挿
図
５
）

図
六　
　

唐
か
ら
火
鼠
の
皮
が
到
着
。
燃
や
さ
れ
偽
物
だ
と
ば
れ
る
。（
挿
図
６
）

図
七　
　

大
納
言
邸
を
改
装
。
竜
の
首
の
珠
の
入
手
を
試
み
嵐
に
あ
い
命
か
ら
が
ら
都
へ
戻
る
。（
挿
図
７
）

図
八　
　

中
納
言
、
子
安
貝
の
取
り
方
に
つ
い
て
相
談
入
手
に
失
敗
転
落
。（
挿
図
８
）

図
九　
　

帝
の
使
者
房
子
翁
邸
を
訪
問
。
御
幸
。
月
に
嘆
く
か
ぐ
や
姫
。（
挿
図
９
）

図
一
〇　

か
ぐ
や
姫
を
迎
え
に
月
の
都
の
人
々
到
来
。
富
士
山
へ
向
か
う
帝
の
使
者
。（
挿
図
１
０
）

 （
２
）
国
学
院
本
／
全
一
八
図
。
一
図
に
一
場
面
が
描
か
れ
た
典
型
的
な
段
落
式
構
図
を
取
る
。

図
一　
　

翁
達
籠
に
入
れ
て
か
ぐ
や
姫
を
育
て
る
。

図
二　
　

貴
公
子
達
の
求
婚
。

図
三　
　

か
ぐ
や
姫
達
が
仏
の
御
石
を
見
る
場
面
。

図
四　
　

庫
持
皇
子
が
玉
の
枝
を
翁
邸
に
持
っ
て
く
る
。
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一
二   

図
五　
　

か
ぐ
や
姫
達
、
蓬
莱
の
枝
を
見
る
。

図
六　
　

蓬
莱
の
枝
が
工
匠
達
に
よ
っ
て
偽
物
だ
と
暴
か
れ
る
。

図
七　
　

御
主
人
が
唐
の
商
人
王
慶
と
面
会
。

図
八　
　

火
鼠
の
皮
燃
や
さ
れ
偽
物
だ
と
ば
れ
る
。

図
九　
　

大
納
言
邸
を
改
装
。

図
一
〇　

竜
の
首
の
珠
の
入
手
を
試
み
嵐
に
あ
う
。

図
一
一　

大
納
言
病
に
か
か
り
家
来
が
戻
る
。

図
一
二　

中
納
言
、
子
安
貝
の
取
り
方
に
つ
い
て
相
談
。

図
一
三　

中
納
言
子
安
貝
の
入
手
に
失
敗
し
転
落
。

図
一
四　

帝
の
使
者
、
翁
の
許
に
訪
れ
る
。

図
一
五　

帝
御
幸
。

図
一
六　

月
を
見
て
嘆
く
か
ぐ
や
姫
。

図
一
七　

か
ぐ
や
姫
を
迎
え
に
月
の
都
の
人
々
到
来
。

図
一
八　

姫
、
翁
、
媼
の
嘆
き
。

 （
３
）
諏
訪
市
本
／
全
一
五
図
。
段
落
式
構
図
。

図
一　
　

翁
達
籠
に
入
れ
て
か
ぐ
や
姫
を
育
て
る
。

図
二　
　

か
ぐ
や
姫
達
が
仏
の
御
石
を
見
る
場
面
。

図
三　
　

庫
持
皇
子
が
玉
の
枝
を
翁
邸
に
持
っ
て
く
る
。

図
四　
　

か
ぐ
や
姫
蓬
莱
の
枝
を
見
る
。
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一
三

図
五　
　

御
主
人
房
守
に
火
鼠
の
皮
衣
探
す
様
指
示
。

図
六　
　

御
主
人
が
唐
の
商
人
王
慶
と
面
会
。

図
七　
　

大
納
言
邸
を
改
装
。

図
八　
　

竜
の
首
の
珠
の
入
手
を
試
み
嵐
に
あ
う
。

図
九　
　

大
納
言
病
に
か
か
り
家
来
が
戻
る
。

図
一
〇　

中
納
言
子
安
貝
の
入
手
に
失
敗
し
転
落
。

図
一
一　

帝
の
使
者
房
子
（
男
姿
）
翁
邸
を
訪
問
。

図
一
二　

帝
御
幸
。

図
一
三　

か
ぐ
や
姫
月
を
見
て
物
思
い
。

図
一
四　

か
ぐ
や
姫
を
迎
え
に
月
の
都
の
人
々
到
来
。

図
一
五　

兵
の
警
備
を
見
て
安
堵
す
る
翁
と
媼
。

 （
４
）
国
会
図
書
館
本
／
全
一
八
図
。
段
落
式
構
図
。

図
一　
　

翁
達
籠
に
入
れ
て
か
ぐ
や
姫
を
育
て
る
。

図
二　
　

な
よ
た
け
の
か
ぐ
や
姫
と
命
名
。

図
三　
　

貴
公
子
達
の
求
婚
。

図
四　
　

五
人
の
貴
公
子
に
難
題
を
言
い
つ
け
る
場
面
。

図
五　
　

石
作
皇
子
が
仏
の
御
石
を
持
っ
て
く
る
。

図
六　
　

庫
持
皇
子
が
玉
の
枝
を
翁
邸
に
持
っ
て
く
る
。

図
七　
　

御
主
人
の
許
に
火
鼠
の
皮
衣
の
情
報
が
入
る
。



共
立
女
子
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要　

第
21
号　
（
２
０
１
５
）

─ 259 ─

一
四

図
八　
　

御
主
人
が
火
鼠
の
皮
衣
を
持
っ
て
く
る
。

図
九　
　

竜
の
首
の
珠
の
入
手
を
試
み
嵐
に
あ
う
。

図
一
〇　

大
納
言
、
船
に
乗
り
戻
っ
て
く
る
。

図
一
一　

中
納
言
、
子
安
貝
の
取
り
方
に
つ
い
て
相
談
。

図
一
二　

中
納
言
子
安
貝
の
入
手
に
失
敗
し
転
落
。

図
一
三　

帝
の
使
者
房
子
翁
邸
を
訪
問
。

図
一
四　

帝
御
幸
。

図
一
五　

か
ぐ
や
姫
月
を
見
て
物
思
い
。

図
一
六　

兵
の
警
備
を
見
て
安
堵
す
る
翁
と
媼
。

図
一
七　

月
の
都
の
人
々
と
共
に
帰
っ
て
い
く
か
ぐ
や
姫
。

図
一
八　

帝
に
顛
末
の
報
告
。

 （
５
）
九
曜
本
／
全
一
八
図
。
段
落
式
構
図
。

図
一　
　

翁
達
籠
に
入
れ
て
か
ぐ
や
姫
を
育
て
る
。

図
二　
　

貴
公
子
の
求
婚
。

図
三　
　

か
ぐ
や
姫
達
が
仏
の
御
石
を
見
る
場
面
。

図
四　
　

庫
持
皇
子
が
玉
の
枝
を
翁
邸
に
持
っ
て
く
る
。

図
五　
　

か
ぐ
や
姫
蓬
莱
の
枝
を
見
る
。

図
六　
　

蓬
莱
の
枝
が
工
匠
達
に
よ
っ
て
偽
物
だ
と
暴
か
れ
る
。

図
七　
　

御
主
人
が
唐
の
商
人
王
慶
と
面
会
。
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一
五

図
八　
　

火
鼠
の
皮
燃
や
さ
れ
偽
物
だ
と
ば
れ
る
。

図
九　
　

大
納
言
邸
を
改
装
。

図
一
〇　

竜
の
首
の
珠
の
入
手
を
試
み
嵐
に
あ
う
。

図
一
一　

大
納
言
病
に
か
か
り
家
来
が
戻
る
。

図
一
二　

中
納
言
、
子
安
貝
の
取
り
方
に
つ
い
て
相
談
。

図
一
三　

中
納
言
子
安
貝
の
入
手
に
失
敗
し
転
落
。

図
一
四　

帝
の
使
者
房
子
翁
邸
を
訪
問
。

図
一
五　

帝
御
幸
。

図
一
六　

か
ぐ
や
姫
月
を
見
て
物
思
い
。

図
一
七　

兵
の
警
備
を
見
て
安
堵
す
る
翁
と
媼
。

図
一
八　

か
ぐ
や
姫
を
迎
え
に
月
の
都
の
人
々
到
来
。

 　

以
上
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
各
作
品
に
お
け
る
場
面
選
択
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
翁
が
か
ぐ
や
姫
を
拾
い
籠
に
入
れ
育
て

る
場
面
や
五
人
の
貴
公
子
、
帝
の
御
幸
、
か
ぐ
や
姫
と
月
か
ら
来
た
使
者
と
い
っ
た
要
素
は
全
て
の
作
例
に
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
場
面
が
、『
竹
取
物
語
』

を
絵
画
化
す
る
上
で
必
要
か
つ
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
で
、CBL

本
の
最
後
の
場
面
一
〇（
富
士
山
に
不
死
の
薬
を
燃
や
し
に
行
く
）や
、

国
会
図
書
館
本
の
図
二
（
か
ぐ
や
姫
の
名
づ
け
の
場
面
）、
図
一
七
（
帝
へ
の
報
告
場
面
）
な
ど
、
他
の
諸
本
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
場
面
を
選
択
し
て
い
る

場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
相
違
点
は
、
各
々
の
絵
巻
の
制
作
背
景
を
考
え
る
上
で
重
要
な
要
素
と
な
る
。
さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
差
異
と
し
て
、
構
図
法
が
連

続
式
と
段
落
式
に
分
け
ら
れ
る
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。CBL

本
で
は
連
続
式
構
図
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
そ
の
他
の
諸
本
で
段
落
式
構
図
を
と
っ
て

い
る
こ
と
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
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一
六

第
三
節　

画
面
の
比
較

　

以
下
で
は
、『
竹
取
物
語
』
の
あ
ら
す
じ
に
沿
っ
て
よ
り
詳
し
く
画
面
の
比
較
を
進
め
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本
で
描
か
れ
た
場
面
と
描
か
れ
て
い
な
い

場
面
を
次
の
ペ
ー
ジ
の
表
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本
別
に
描
か
れ
て
い
た
も
の
に
は
《
○
》、描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
に
は
《
無
し
》
と
し
て
あ
る
。

［
表
２
］

あ
ら
す
じ

画
面
内
容

CBL

本

国
学
院
本

諏
訪
市
本

国
会
図
書
館
本

九
曜
本

Ⅰかぐや姫の
生い立ち

①
翁
が
か
ぐ
や
姫
を
発
見

○
連
続
構
図

無
し

無
し

無
し

無
し

②
翁
達
籠
に
入
れ
て
か
ぐ
や
姫
を
育
て
る
。

○

○

○

○

③
か
ぐ
や
姫
の
名
づ
け

無
し

無
し

無
し

○

無
し

④
か
ぐ
や
姫
の
成
長

○

無
し

無
し

無
し

無
し

Ⅱ五人の貴公子と帝の求婚

⑤
貴
公
子
の
求
婚

○

○

無
し

○

○

⑥
貴
公
子
へ
の
無
理
難
題

無
し

無
し

無
し

○

無
し

石造皇子

⑦
か
ぐ
や
姫
仏
石
を
見
る

無
し

○

○

○

○

⑧
偽
物
だ
と
露
見

○

無
し

無
し

無
し

無
し

庫持皇子

⑨
蓬
莱
の
枝
を
持
参

無
し

○

○

○

○

⑩
蓬
莱
の
枝
を
見
る

無
し

○

○

無
し

○

⑪
蓬
莱
の
話

○
連
続
構
図

無
し

無
し

無
し

無
し

⑫
偽
物
だ
と
露
見

○

無
し

無
し

○
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一
七

あ
ら
す
じ

画
面
内
容

CBL

本

国
学
院
本

諏
訪
市
本

国
会
図
書
館
本

九
曜
本

Ⅱ五人の貴公子と帝の求婚

御主人

⑬
火
鼠
の
皮
を
衣
探
す
様
指
示

無
し

無
し

○

無
し

無
し

⑭
御
主
人
に
知
ら
せ
が
来
る

無
し

無
し

無
し

○

無
し

⑮
御
主
人
と
唐
の
王
慶
面
会

無
し

○

○

無
し

○

⑯
火
鼠
の
皮
衣
が
唐
か
ら
届
く

○
連
続
構
図

無
し

無
し

無
し

無
し

⑰
火
鼠
の
皮
衣
を
持
参

無
し

無
し

○

無
し

⑱
火
鼠
の
皮
衣
が
燃
や
さ
れ
る

○

無
し

無
し

○

大伴大納言

⑲
館
の
改
装

○
連
続
構
図

○

○

無
し

○

⑳
竜
首
の
珠
の
入
手
を
試
み
失
敗

○

○

○

○

�
命
か
ら
が
ら
都
に
帰
る

無
し

無
し

○

無
し

�
大
納
言
病
気
に
、
家
来
館
へ
帰
る

無
し

○

○

無
し

○

石上
中納言

�
燕
の
巣
に
つ
い
て
相
談
、
命
令

○
連
続
構
図

○

無
し

○

○

�
入
手
に
失
敗
、
転
落

○

○

○

○

帝

�
帝
の
使
者
が
く
る

○
連
続
構
図

○

○

○

○

�
御
幸

○

○

○

○

Ⅲ、かぐや姫の昇天／
Ⅳ、富士山

かぐや姫の昇天

�
月
を
見
て
嘆
く

○

○

○

○

�
帝
の
使
者
（
武
士
）
が
館
を
囲
む

無
し
（
昇
天
の
図

で
武
士
の
姿
は
描

か
れ
る
）

○

○

○

○

�
か
ぐ
や
姫
と
の
離
別

○
連
続
構
図

○

○

○

○

�
帝
に
顛
末
の
報
告

無
し

無
し

○

無
し

富
士
山
�
富
士
山
に
薬
を
燃
や
し
に
行
く

無
し

無
し

無
し

無
し
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一
八

　

以
下
で
は
、
五
本
の
絵
巻
で
共
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
場
面
を
取
り
上
げ
、
描
か
れ
方
を
比
較
す
る
。

　
　
　

Ⅰ
、
か
ぐ
や
姫
の
生
い
立
ち

　

竹
取
の
翁
が
か
ぐ
や
姫
を
拾
い
育
て
、
姫
が
美
し
く
成
長
す
る
と
い
う
内
容
。
五
本
全
て
で
、
②
翁
達
籠
に
入
れ
て
か
ぐ
や
姫
を
育
て
る
と
い
う
場
面
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

②
　
翁
達
籠
に
入
れ
て
か
ぐ
や
姫
を
育
て
る

　

こ
の
場
面
は
『
竹
取
物
語
』
で
最
も
有
名
な
場
面
と
い
え
る
。
三
寸
ば
か
り
し
か
身
長
が
な
い
か
ぐ
や
姫
を
、
翁
達
は
籠
に
入
れ
て
育
て
始
め
る
。
国

学
院
本
、
諏
訪
市
本
、
国
会
図
書
館
本
、
九
曜
本
の
四
本
は
皆
か
ぐ
や
姫
を
家
に
連
れ
帰
り
籠
（
も
し
く
は
箱
）
に
入
れ
翁
と
媼
が
見
守
っ
て
い
る
場
面

の
み
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
てCBL

本
は
翁
が
竹
か
ら
か
ぐ
や
姫
を
見
つ
け
た
場
面
が
描
か
れ
た
の
ち
、
同
じ
図
面
上
に
籠
に
入
れ
育
て
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
。
翁
の
姿
は
ひ
げ
を
生
や
し
た
老
人
で
、
頭
に
は
烏
帽
子
、
身
に
は
狩
衣
を
着
て
お
り
足
は
裸
足
で
あ
る
。
そ
の
翁
が
画
面
の
右
で
は
、
竹
に
入
っ

た
か
ぐ
や
姫
を
手
に
持
ち
自
宅
へ
帰
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
様
の
格
好
を
し
た
翁
が
自
宅
の
中
で
媼
と
向
い
合
せ
に
な
っ
て
座
り

二
人
の
真
ん
中
に
は
黒
塗
り
の
箱
に
入
っ
た
か
ぐ
や
姫
が
い
る
。
こ
の
構
図
は
同
一
画
面
上
に
二
つ
の
場
面
が
連
続
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
連
続
式
構
図

で
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、CBL

本
の
み
庭
に
川
（
遣
り
水
）
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
全
て
の
作
例
に
共
通
し
て
、
こ
の
場
面
で
は
、
翁
と
媼
の
家
が
、
後
の
場
面
（CBL

本
は
か
ぐ
や
姫
の
成
長
の
場
面
、
国
会
図
書
館
本
は
か
ぐ

や
姫
の
名
づ
け
の
場
面
他
の
諸
本
は
帝
の
御
幸
の
図
な
ど
）
で
描
か
れ
る
館
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
粗
末
に
描
か
れ
て
い
る
。
後
段
で
は
、
か
ぐ
や

姫
へ
の
求
婚
者
た
ち
か
ら
の
貢
物
に
よ
っ
て
、
こ
の
家
が
繁
栄
し
て
い
く
こ
と
が
視
覚
的
に
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

Ⅱ
、
五
人
の
貴
公
子
と
帝
の
求
婚
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一
九

　

五
人
の
貴
公
子
が
か
ぐ
や
姫
に
無
理
難
題
を
言
い
つ
け
ら
れ
失
敗
し
て
い
く
場
面
。
ま
た
、
そ
の
噂
を
聞
き
つ
け
た
帝
が
使
者
を
翁
の
許
へ
寄
越
し
、
か
ぐ

や
姫
を
宮
仕
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
帝
が
、
御
幸
を
装
い
か
ぐ
や
姫
に
会
い
に
来
る
場
面
も
描
か
れ
る
。
五
人
の
貴
公
子
と
帝
の
求
婚
の
部
分
に
つ
い
て
は
先

の
［
表
２
］
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
諸
本
間
で
異
同
が
あ
る
。
特
に
、
庫
持
皇
子
や
阿
倍
御
主
人
の
話
に
は
相
違
点
が
多
い
。

　

CBL
本
に
お
い
て
は
、
貴
公
子
達
の
失
敗
や
嘘
が
暴
か
れ
る
部
分
を
中
心
に
場
面
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
石
造
皇
子
の
場
面
を
例
に
挙
げ
る
と
、

他
の
諸
本
は
か
ぐ
や
姫
達
が
仏
の
御
石
を
見
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、CBL

本
で
は
石
造
皇
子
の
嘘
が
暴
か
れ
帰
ら
さ
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
。
他
に
も
、
阿
倍
御
主
人
の
場
面
も
火
鼠
の
皮
衣
を
燃
や
さ
れ
て
い
る
場
面
を
描
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、CBL

本
で
は
、
五
人
の
貴
公
子
の
そ
れ
ぞ
れ

の
顛
末
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
下
で
は
、
諸
本
す
べ
て
で
選
択
さ
れ
て
い
る
場
面
に
つ
い
て
比
較
す
る
。
⑳
竜
の
首
の
珠
の
入
手
を
試
み
嵐
に
あ
う
、
㉔
中
納
言
子
安
貝
の
入
手
に
失
敗

し
転
落
、
㉕
帝
の
使
者
が
翁
の
家
に
来
る
、
㉖
帝
の
御
幸
場
面
に
つ
い
て
、
以
下
で
詳
し
く
見
て
お
く
。

　
　
　
　

⑳
　
竜
首
の
珠
の
入
手
を
試
み
嵐
に
あ
う

　

こ
の
場
面
に
つ
い
て
は
、各
絵
巻
と
も
ほ
ぼ
一
致
し
た
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
。
大
伴
大
納
言
が
船
に
乗
り
竜
首
の
珠
を
入
手
し
よ
う
と
海
に
出
る
が
、

そ
こ
で
嵐
に
あ
う
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
諸
本
と
も
海
の
上
で
船
に
乗
っ
て
い
る
登
場
人
物
た
ち
が
描
か
れ
、
空
に
は
黒
雲
に
乗
り
太
鼓
を
持
っ
た
赤
い

身
体
を
し
た
雷
神
が
描
か
れ
て
い
る
。
従
者
や
漕
ぎ
手
と
み
ら
れ
る
人
々
や
船
の
位
置
や
向
き
と
い
っ
た
構
図
も
（
国
会
図
書
館
本
の
雷
神
が
右
上
に
描

か
れ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
）、
諸
本
間
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
細
部
に
目
を
向
け
る
と
、CBL

本
固
有
の
描
写
も
多
く
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、CBL

本
の
み
雷
神
の
乗
っ
て
い
る
雲
が
黒
く

な
く
、
太
鼓
の
形
もCBL

本
は
三
つ
巴
紋
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
他
本
で
は
な
い
。
加
え
て
、CBL

本
は
孤
立
し
た
太
鼓
三
つ
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

他
本
で
は
輪
状
に
連
結
し
た
小
さ
め
の
太
鼓
が
い
く
つ
か
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、CBL

本
の
大
伴
大
納
言
が
乗
っ
て
い
る
船
は
屋
根
も
つ
い
て
お

ら
ず
簡
易
的
な
物
に
見
え
る
。
他
本
で
は
屋
根
が
あ
り
飾
り
の
つ
い
た
豪
奢
な
船
で
表
さ
れ
て
い
る
。CBL

本
は
右
に
挙
げ
た
点
以
外
に
も
、
船
の
向

き
や
大
伴
大
納
言
が
嵐
と
対
峙
す
る
姿
勢
、
画
面
下
に
描
か
れ
る
松
な
ど
の
点
で
他
本
と
異
な
っ
て
い
る
。
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ま
た
、CBL

本
で
は
、
こ
の
場
面
も
連
続
構
図
の
中
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
⑳
の
場
面
は
大
伴
大
納
言
が
館
を
改
装
す
る
場
面
と
命
か
ら

が
ら
都
に
帰
っ
て
く
る
場
面
の
間
に
描
か
れ
て
い
る
。
最
初
の
場
面
で
は
館
の
み
描
か
れ
、大
伴
大
納
言
が
描
か
れ
た
場
面
は
⑳
と
最
後
の
場
面
で
あ
る
。

身
に
着
け
て
い
る
烏
帽
子
や
直
衣
、
ま
た
同
じ
く
船
に
乗
っ
て
い
る
従
者
が
身
に
着
け
て
い
る
緑
の
狩
衣
と
中
の
橙
の
着
物
か
ら
も
同
一
人
物
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
館
の
改
装
の
場
面
か
ら
金
の
霞
に
よ
っ
て
場
面
が
区
切
ら
れ
⑳
の
場
面
へ
移
行
し
て
い
る
。
最
後
の
場
面
で
は
海
で
繋
が
り
、
場

面
の
移
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

㉔
　
中
納
言
子
安
貝
の
入
手
に
失
敗
し
転
落

　

中
納
言
が
燕
の
巣
か
ら
子
安
貝
を
取
ろ
う
と
し
て
誤
っ
て
落
ち
て
し
ま
い
、
腰
を
打
っ
て
し
ま
う
場
面
。
こ
れ
も
⑳
と
同
じ
よ
う
に
諸
本
を
比
較
す
る

と
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
国
学
院
本
、
諏
訪
市
本
、
九
曜
本
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
背
景
で
描
か
れ
て
い
る
矢
倉
や
、
燕
、

石
上
中
納
言
の
落
ち
た
位
置
や
家
来
に
起
こ
さ
れ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
向
き
、駆
け
寄
っ
て
く
る
従
者
た
ち
な
ど
の
描
か
れ
方
ま
で
も
が
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
国
会
図
書
館
本
も
背
景
や
石
上
中
納
言
の
向
き
の
違
い
な
ど
が
あ
る
に
し
ろ
先
に
挙
げ
た
諸
本
と
あ
ま
り
差
異
は
な
い
。
た
だ
し
、CBL

本
は
建

物
の
形
や
落
ち
た
場
所
、
石
上
中
納
言
の
ポ
ー
ズ
や
家
来
の
対
応
の
描
か
れ
方
も
変
わ
っ
て
い
る
。
石
上
中
納
言
の
ポ
ー
ズ
な
ど
は
中
納
言
の
冠
が
脱
げ

て
い
る
な
ど
落
ち
た
衝
撃
を
物
語
っ
て
い
る
。
他
の
絵
の
落
ち
て
座
り
込
ん
で
い
る
絵
よ
り
痛
み
を
感
じ
さ
せ
苦
場
面
で
い
る
の
が
わ
か
る
絵
に
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
こ
の
㉔
場
面
も
、CBL

本
で
は
連
続
式
構
図
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
倉
津
麻
呂
の
中
納
言
へ
の
進
言
や
そ
の
内
容
を
描
い
た
の
ち
、

㉔
を
加
え
て
一
つ
の
場
面
で
描
い
て
い
る
。
場
面
の
長
さ
は
あ
ま
り
な
い
が
、
金
の
霞
や
青
の
霞
を
多
用
す
る
こ
と
で
細
か
い
場
面
の
区
分
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
中
納
言
で
あ
ろ
う
人
物
は
黒
の
直
衣
に
冠
を
着
け
て
お
り
、
倉
津
麻
呂
と
話
す
場
面
、
子
安
貝
を
取
ろ
う
と
し
て
落
ち
る
場
面
の
二
場
面
で

異
時
同
図
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
倉
津
麻
呂
は
橙
の
狩
衣
、
水
色
の
袴
を
着
て
い
る
。
㉔
で
描
か
れ
る
三
場
面
す
べ
て
に
そ
の
姿
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
。
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㉕
㉖
帝
の
使
者
が
翁
の
家
に
来
る
／
帝
の
御
幸

　

国
学
院
本
、
諏
訪
市
本
、
九
曜
本
の
三
諸
本
で
は
、
帝
の
使
者
房
子
の
姿
が
本
文
に
あ
る
女
性
の
姿
で
は
な
く
男
姿
の
使
者
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

三
本
は
よ
く
似
た
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
。
男
姿
の
使
者
が
翁
と
対
峙
し
、
画
面
右
（
も
し
く
は
左
）
に
描
か
れ
た
家
の
奥
で
は
か
ぐ
や
姫
と
媼
が
描
か

れ
て
い
る
。
国
会
図
書
館
本
で
は
使
者
は
本
文
の
通
り
女
で
描
か
れ
て
い
る
。
手
前
に
は
牛
車
が
描
か
れ
翁
と
媼
に
使
者
は
対
面
し
て
い
る
。
部
屋
の
奥

で
は
か
ぐ
や
姫
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、CBL

本
で
は
、
や
は
り
連
続
式
構
図
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
帝
か
ら
使
者
（
女
）
が
か
ぐ
や
姫
へ
の
命
令
を
伝

え
て
い
る
場
面
か
ら
始
ま
り
、
霞
に
よ
っ
て
場
面
が
移
行
し
、
国
会
図
書
館
本
と
同
じ
く
使
者
と
翁
、
媼
が
対
面
し
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
国

会
図
書
館
本
と
も
似
て
い
る
が
、CBL

本
に
は
か
ぐ
や
姫
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
三
人
だ
け
で
話
が
進
み
そ
の
ま
ま
帝
の
御
幸
が
描
か
れ
る
。
こ
の
御

幸
の
場
面
もCBL

本
に
は
特
殊
な
点
が
多
い
。画
面
右
に
帝
が
連
れ
て
き
た
家
来
ら
が
弓
な
ど
狩
に
行
く
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。ま
た
画
面
中
央
に
車（
牛

車
や
神
輿
の
よ
う
な
車
）
が
描
か
れ
左
に
は
帝
、
か
ぐ
や
姫
が
描
か
れ
る
と
い
う
大
ま
か
な
配
置
は
共
通
し
て
い
る
（
国
会
図
書
館
本
だ
け
斜
め
）。
し

か
しCBL

本
が
特
殊
と
見
ら
れ
る
部
分
は
帝
と
か
ぐ
や
姫
の
描
か
れ
方
で
あ
る
。
国
学
院
本
、
諏
訪
市
本
、
九
曜
本
の
三
本
で
は
帝
は
座
り
か
ぐ
や
姫

と
も
距
離
を
保
っ
て
い
る
。
ま
た
周
り
に
女
房
や
翁
、
媼
と
見
ら
れ
る
人
の
目
が
あ
る
。CBL

本
は
完
全
に
部
屋
に
二
人
き
り
で
描
か
れ
て
お
り
、
二

人
は
立
ち
上
が
り
、
帝
は
か
ぐ
や
姫
の
袖
を
掴
ん
で
い
る
。
か
ぐ
や
姫
は
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
る
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
ま

さ
に
影
と
な
り
か
ぐ
や
姫
が
消
え
る
直
前
の
瞬
間
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
国
会
図
書
館
本
は
か
ぐ
や
姫
が
立
ち
上
が
り
帝
と
の
距
離
も
近
く
帝

は
立
ち
上
が
っ
て
は
い
な
い
が
か
ぐ
や
姫
の
袖
を
掴
ん
で
い
る
点
はCBL

本
と
似
て
い
る
。
し
か
し
翁
、
媼
も
描
か
れ
て
い
る
為
そ
こ
ま
で
緊
迫
感
は

感
じ
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　

Ⅲ
、
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
／
Ⅳ
、
富
士
山

　

こ
の
部
分
は
竹
取
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
場
面
で
あ
る
。
諸
本
で
共
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
場
面
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
以
下
の
部
分
で
あ
る
。
㉗
月

を
見
て
か
ぐ
や
姫
が
嘆
く
場
面
、
㉙
月
の
使
者
の
到
来
と
昇
天
の
三
場
面
で
あ
る
。
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㉗
　
月
を
見
て
か
ぐ
や
姫
が
嘆
く
場
面

　

こ
の
場
面
は
諸
本
に
お
い
て
、
描
か
れ
方
が
異
な
っ
て
い
る
。CBL

本
で
は
㉕
／
㉖
の
連
続
式
構
図
の
最
後
の
場
面
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
屋
根

が
描
か
れ
壁
の
み
取
り
除
か
れ
た
状
態
で
室
内
が
描
か
れ
て
い
る
。
翁
、
媼
と
共
に
か
ぐ
や
姫
が
顔
に
袖
を
当
て
嘆
い
て
い
る
。
月
は
左
上
に
描
か
れ
て

い
る
。
国
学
院
本
で
は
月
は
右
上
、
吹
抜
屋
台
で
建
物
が
描
か
れ
て
お
り
室
内
で
は
か
ぐ
や
姫
、
翁
、
媼
、
女
房
が
二
人
月
を
見
て
嘆
い
て
い
る
。
諏
訪

市
本
で
は
、
月
は
左
に
描
か
れ
星
座
と
見
ら
れ
る
星
が
描
か
れ
る
。
か
ぐ
や
姫
は
簀
子
に
立
っ
て
外
を
見
な
が
ら
嘆
い
て
い
る
。
翁
、
媼
、
女
房
二
人
も

描
か
れ
て
い
る
。
国
会
図
書
館
本
で
は
月
は
右
上
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
描
か
れ
て
い
る
人
物
ら
は
月
を
見
て
い
な
い
。
か
ぐ
や
姫
、
翁
、
媼
は
皆
袖
で

顔
を
覆
い
泣
い
て
い
る
。
隅
に
女
房
が
三
人
描
か
れ
て
い
る
。
九
曜
本
で
は
か
ぐ
や
姫
は
簀
子
に
立
ち
外
を
見
て
い
る
。
後
ろ
か
ら
翁
、
媼
、
女
房
四
人

が
か
ぐ
や
姫
を
見
て
い
る
。
国
会
図
書
館
本
な
ど
に
比
べ
泣
い
て
い
る
と
い
っ
た
表
現
は
さ
れ
て
い
な
い
。
月
は
右
上
に
出
て
い
る
。
同
じ
場
面
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
が
少
し
ず
つ
異
な
っ
た
描
き
方
を
し
て
い
る
所
が
こ
の
場
面
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
こ
の
場
面
で
は
②
と
同
じ
く
庭
に
川
（
遣
り
水
）
が
描
か
れ
て
い
る
が
、CBL

本
の
み
そ
れ
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

㉙
　
か
ぐ
や
姫
と
の
離
別

　

こ
の
場
面
は
、
②
と
同
じ
く
『
竹
取
物
語
』
の
中
で
も
有
名
な
場
面
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
先
行
研
究

に
お
い
て
既
に
詳
細
な
比
較
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国
学
院
本
、
諏
訪
市
本
、
国
会
図
書
館
本
、
九
曜
本
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
比

較
し
て
い
く
。
ま
ず
国
学
院
本
、
諏
訪
市
本
、
九
曜
本
で
は
、「
到
来
図
」
す
な
わ
ち
月
の
使
者
が
翁
の
館
に
き
た
と
こ
ろ
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
三
本

は
構
図
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
右
手
に
使
者
、
そ
れ
に
お
の
の
く
武
士
た
ち
、
ま
た
館
の
中
に
は
か
ぐ
や
姫
、
翁
、
媼
に
女
房
が
描
か
れ
最
後
の
別
れ

を
し
て
い
る
。
月
の
使
者
の
描
か
れ
方
も
童
子
（
角
髪
を
結
っ
た
少
年
）
の
姿
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
会
図
書
館
本
は
「
昇
天
図
」
す
な
わ
ち
月

の
使
者
と
共
に
か
ぐ
や
姫
が
旅
た
つ
姿
を
描
い
て
い
る
。
画
面
右
に
、
使
者
に
引
き
添
わ
れ
車
に
乗
っ
た
か
ぐ
や
姫
、
庭
に
高
野
の
大
国
、
家
に
は
袖
で

顔
を
隠
し
、
涙
を
流
す
翁
と
媼
が
描
か
れ
る
。
月
の
使
者
は
領
巾
・
天
衣
を
ま
と
っ
た
女
性
で
あ
る
か
ら
天
女
と
し
た
。
先
の
三
本
と
同
じ
く
中
国
風
に
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三

描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
四
本
の
絵
巻
で
共
通
す
る
点
と
し
て
皆
、
葱
花
輦
を
描
い
て
い
る
所
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、CBL

本
は
、
上
記
の
分
類
に
従
え
ば
「
到
来
図
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
使
者
の
姿
が
天
女
で
あ
る
点
に
国
学
院
本
、
諏
訪
市
本
、

九
曜
本
と
の
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、
着
衣
な
ど
の
描
き
方
の
面
で
仏
画
の
来
迎
図
か
ら
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
画
面
上
部
全
体
に
使
者
と
車
、
雲
が
描
か
れ
、
下
部
に
人
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
お
り
、
臨
場
感
の
あ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
天
女
た
ち
の
左
隣

に
は
鬼
神
（
手
に
撥
を
持
っ
て
い
る
為
、
雷
神
と
も
見
ら
れ
る
が
太
鼓
が
見
ら
れ
な
い
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
下
に
描
か
れ
て
い
る
武
士
た
ち
も
弓

を
弾
く
も
の
、
怪
我
を
し
て
血
を
流
す
も
の
と
動
き
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
武
士
達
が
鎧
兜
を
着
て
い
な
い
の
もCBL

本
の
み
で
あ
る
。
か
ぐ

や
姫
と
翁
、
媼
は
右
下
の
館
の
中
で
最
後
の
別
れ
を
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、CBL

本
で
は
、
こ
の
㉙
も
連
続
式
構
図
で
、
連
続
し
た
場
面
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
段
の
画
面
は
約
二
・
六
メ
ー
ト

ル
に
も
及
ぶ
長
大
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
の
冒
頭
は
、
高
野
の
大
国
が
帝
に
こ
と
の
顛
末
を
報
告
し
て
い
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
霞
に
よ
っ
て
区
切
ら

れ
た
次
の
場
面
で
は
高
野
の
大
国
と
翁
が
青
い
壺
と
文
筒
を
は
さ
み
対
面
し
て
い
る
（
先
の
場
面
の
男
性
と
同
じ
橙
の
直
衣
と
烏
帽
子
を
着
け
る
服
装
か

ら
、
高
野
の
大
国
と
判
断
し
た
）。
こ
の
壺
と
文
筒
は
か
ぐ
や
姫
が
帝
に
残
し
た
不
死
の
薬
と
手
紙
で
あ
ろ
う
（
後
に
描
か
れ
て
い
る
天
女
の
手
に
同
じ

壺
が
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
た
）。
次
に
建
物
の
壁
一
枚
を
隔
て
、
か
ぐ
や
姫
が
翁
に
最
後
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
場
面
、
そ
し
て
天
女
ら
が
描
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
場
面
は
、
物
語
の
流
れ
と
は
逆
の
順
序
で
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
段
に
お
い
て
は
、
時
間
の
経
過
が
、
左
か
ら
右
へ
と
い
う
逆

勝
手
で
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
金
霞
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、
富
士
山
を
バ
ッ
ク
に
帝
の
使
者
ら
が
描
か
れ
る
と
い
う
、
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
画
面
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
使
者
の
一
人
が
不
死
の
薬
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
富
士
山
に
薬
を
燃
や
し
に
い
く
場
面
で
あ
る
と

理
解
で
き
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
、
こ
の
絵
巻
に
お
い
て
特
徴
的
な
場
面
選
択
で
も
あ
る
。
逆
勝
手
の
構
図
は
、
信
貴
山
縁
起
絵
巻
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
物
語
の
山
場
や
、
特
に
強
調
し
た
い
出
来
事
を
表
す
際
に
使
用
さ
れ
る
伝
統
的
な
構
図
法
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
最
終
場
面
で
効
果
的
に
使
用

し
て
い
る
点
に
、CBL

本
の
最
大
の
特
色
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
本
節
で
は
、
諸
本
の
画
面
構
成
を
物
語
の
流
れ
と
と
も
に
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
は
国
学
院
本
、
諏
訪
市
本
、
九
曜
本
の
構
図
が
よ
く
似
て
い
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二
四

る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。
場
面
選
択
も
、
こ
の
三
本
で
は
共
通
す
る
要
素
が
多
く
、
同
一
系
統
の
祖
本
や
下
絵
に
基
づ
く
作
品
群
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
国
会
図
書
館
本
は
、
先
の
三
本
と
同
じ
く
段
落
式
構
図
で
あ
り
、
場
面
選
択
に
は
共
通
す
る
要
素
も
多
い
が
、
先
の
三
本
ほ
ど
形
式
化
さ

れ
て
い
な
い
。
同
じ
よ
う
な
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
⑳
や
㉔
の
場
面
で
あ
っ
て
も
、
絵
を
左
右
反
転
さ
せ
た
り
、
異
な
る
モ
チ
ー
フ
を
追
加
し
た
り
す
る
な
ど

独
自
の
工
夫
が
見
受
け
ら
れ
る
。
国
学
院
本
・
諏
訪
市
本
・
九
曜
本
と
国
会
図
書
館
本
と
の
前
後
関
係
を
直
ち
に
断
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」

の
図
様
が
定
型
化
し
て
い
く
時
期
に
、
前
者
と
共
通
す
る
祖
本
に
基
づ
き
つ
つ
一
部
は
創
意
工
夫
を
加
え
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
四
本
と
比
較
す
る
と
、
や
は
りCBL

本
の
特
異
性
は
際
立
つ
。
大
き
な
違
い
と
し
て
、
他
は
段
落
式
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、CBL

本
で
は
連
続
式
構
図
が
取
ら
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
てCBL

本
で
は
、
よ
り
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
物
語
を
表
現
し
て
い
る
。
次
章
で
は
、

こ
のCBL

本
の
構
図
上
の
特
異
性
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
。

第
三
章　

C
BL

本
の
特
異
性

第
一
節　

連
続
式
構
図
と
霞
の
使
用

　

CBL

本
に
連
続
式
構
図
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
渡
辺
雅
子
氏
が
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
前
章
に
お
い
て
、

近
世
初
頭
に
成
立
し
た
他
本
と
比
較
す
る
こ
と
で
、CBL
本
の
特
徴
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
で
は
、CBL

本
に
お
い
て
連
続
式
構
図
が
採

用
さ
れ
た
理
由
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

そ
も
そ
も
連
続
式
構
図
と
は
、
料
紙
を
長
く
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
長
大
な
画
面
に
場
面
を
連
続
し
て
描
い
て
い
る
も
の
を
さ
す（

（2
（

。
連
続
式
は
段
落
式
と
違
い
画

面
は
何
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
も
の
が
多
く
、
出
来
事
の
時
間
的
、
空
間
的
変
化
が
連
続
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
幅
に
制
限
が
な
く
な
り
絵
画
そ

の
も
の
が
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
現
す
る
形
式
が
生
ま
れ
た
。
連
続
式
構
図
は
映
画
的
や
ア
ニ
メ
的
と
も
い
わ
れ
る
く
ら
い
時
間
を
意
識
し
、
物
語
が
展
開
し
て
い

く（
（2
（

。
連
続
式
構
図
を
生
み
出
す
に
は
時
間
を
い
か
に
表
現
す
る
の
か
も
問
わ
れ
た
。
例
え
ば
景
観
の
変
化
で
時
間
を
表
し
た
も
の
、
部
屋
を
区
切
る
も
の
、
異

時
同
図
法
を
使
う
も
の
、
心
の
展
開
に
よ
る
時
間
表
現
、
ま
た
画
面
繰
り
越
し
の
時
間
表
現
、
霞
な
ど
様
々
が
生
ま
れ
ま
た
そ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
れ
長
大
な

画
面
を
構
成
し
て
い
る
。
現
存
作
例
と
し
て
は
、
平
安
時
代
末
期
に
成
立
し
た
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
や
「
伴
大
納
言
絵
巻
」
に
も
用
い
ら
れ
る
、
日
本
の
絵
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二
五

巻
に
伝
統
的
な
構
図
法
で
あ
る
。

　
CBL

本
で
使
わ
れ
て
い
る
連
続
式
構
図
を
見
る
と
、
先
に
挙
げ
た
方
法
が
複
数
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
景
観
に
よ
る
変
化
、
部
屋
を
区
切
る
も
の
も

随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
な
に
よ
り
多
い
も
の
は
霞
に
よ
る
分
節
で
あ
る
。
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
ほ
ぼ
全
て
の
場
面
に
霞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で

は
、
雲
や
霞
に
よ
る
場
面
分
節
に
つ
い
て
詳
し
く
見
る
こ
と
でCBL

本
の
連
続
式
構
図
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

　

霞
は
別
名
、
す
や
り
霞
と
も
呼
ば
れ
る
。
平
安
時
代
、
霞
は
も
と
も
と
夜
の
表
現
と
し
て
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
な
ど
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
霞

を
異
空
間
と
現
実
空
間
を
隔
て
る
た
め
に
用
い
る
場
合
が
あ
る
。
例
と
し
て
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
を
挙
げ
る
。
同
絵
巻
で
は
、
場
面
を
分
割
す
る
際
に
、
し

ば
し
ば
霞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
尼
公
巻
で
は
、
尼
公
の
長
い
旅
の
様
子
を
描
く
時
に
、
旅
で
訪
れ
る
土
地
を
隔
て
る
為
に
使
わ
れ
る
。「
信
貴
山
縁

起
絵
巻
」
の
霞
は
、
輪
郭
の
な
い
淡
い
青
色
で
描
か
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
後
期
の
絵
巻
に
用
い
ら
れ
て
い
る
霞
技
法
の
場
合
は
、
機

能
的
に
有
用
な
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
画
面
を
区
切
る
こ
と
が
出
来
る
霞
は
、
中
世
に
は
掛
幅
形
式
の
説
話
画
に
お
い
て
も
、
多
く
の
作
品
で
場

面
の
文
節
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
世
絵
巻
に
お
い
て
は
、
霞
が
徐
々
に
形
式
化
さ
れ
単
な
る
装
飾
的
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
傾

向
を
強
め
る
。
画
面
の
上
下
に
沿
っ
て
帯
の
よ
う
に
描
か
れ
、
そ
の
一
部
が
流
線
型
の
輪
郭
を
描
い
て
い
る
よ
う
な
場
合
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
霞
は
、
時
と

し
て
作
画
面
そ
の
も
の
を
狭
め
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
室
町
時
代
に
な
る
と
直
線
的
な
霞
は
半
円
形
の
輪
郭
に
な
っ
て
さ
ら
に
形
式
化
が
進

む
。
同
時
に
、
霞
が
画
面
の
中
央
も
覆
う
よ
う
に
な
る
。
中
世
末
期
に
は
、
こ
の
手
法
が
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
大
画
面
絵
画
に
お
い
て
金
雲
と
い
う
形
に
変

わ
り
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　

ま
た
奈
良
絵
本
で
も
霞
は
多
用
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
絵
本
の
様
式
分
析
を
行
っ
た
伊
藤
慎
吾
氏
は
、
奈
良
絵
本
を
、
地
の
素
材
や
彩
色
に
よ
っ
て
大
き
く
三

種
に
分
け
、
さ
ら
に
霞
の
輪
郭
線
の
数
や
色
に
よ
っ
て
細
か
く
様
式
分
類
す
る
。
同
氏
は
「
江
戸
時
代
、
霞
や
雲
は
奈
良
絵
本
製
作
者
た
ち
に
と
っ
て
約
束
事

だ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。（
中
略
）
霞
は
各
挿
絵
の
主
題
や
構
図
に
支
配
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
装
飾
モ
テ
ィ
ー
フ
の
一
種
と
し
て
作
品
単
位
で
捉
え
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。」
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
霞
は
時
代
と
共
に
機
能
と
、
描
か
れ
る
形
が
変
わ
っ
て
き
た
。

　

で
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
諸
本
で
は
、
霞
を
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。CBL

本
以
外
の
諸
本
で
は
、
上
辺
、
下
辺
に

霞
が
描
か
れ
て
い
る
。
金
箔
を
散
ら
し
た
霞
も
認
め
ら
れ
る
。
比
較
し
た
諸
本
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
よ
う
な
霞
の
形
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
画
面
を
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二
六

豪
奢
に
見
せ
る
目
的
の
形
式
的
な
霞
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　

一
方
、CBL

本
の
霞
は
他
本
と
異
な
っ
て
い
る
。
②
の
画
面
に
は
他
の
諸
本
と
同
じ
く
上
辺
、
下
辺
に
金
箔
を
散
ら
し
た
形
式
的
な
霞
が
描
か
れ
て
い
る

も
の
の
、
物
語
の
各
場
面
を
区
切
る
為
に
使
用
さ
れ
て
い
る
霞
の
例
も
多
数
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
図
九
で
、「
帝
の
使
者
房
子
が
帝
に
命
を
受

け
て
い
る
場
面
」
か
ら
、「
翁
の
邸
に
訪
問
す
る
場
面
」
の
移
行
の
部
分
の
霞
は
二
場
面
を
区
切
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、CBL

本
の
特
徴
と
し
て

青
の
白
い
輪
郭
線
で
描
か
れ
た
霞
と
金
雲
の
二
種
の
霞
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
場
面
の
区
切
り
の
役
割
と
同
様
に
他
の
四

本
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
金
箔
が
散
ら
し
て
あ
る
霞
は
当
時
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
技
法
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
青
に
白
の
輪
郭
を
持
っ
て
描
か
れ
た

霞
は
、
一
五
世
紀
の
絵
巻
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
形
態
で
あ
る
。

霞
の
形
態
に
着
目
す
る
と
、CBL
本
に
は
以
下
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
、　

場
面
の
区
切
り
と
し
て
の
使
用

二
、　

一
五
世
紀
に
見
ら
れ
る
霞
の
使
用

　

こ
の
二
点
か
ら
、CBL

本
で
用
い
ら
れ
て
い
る
霞
の
形
態
は
古
様
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
ぜCBL

本
が
古
様
的
な
絵
巻
に
制
作
者
は
し
た
の
か
。
次
節
で

同
年
代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
、
近
年
研
究
が
進
む
、
い
わ
ゆ
る
「
幻
の
源
氏
絵
巻
」
と
の
比
較
を
通
じ
て
考
察
す
る
。

第
二
節　

古
典
復
古
の
絵
巻
―
「
幻
の
源
氏
絵
巻
」
と
の
比
較
か
ら
―

　

CBL

本
の
成
立
年
と
さ
れ
る
一
七
世
紀
の
特
色
と
し
て
、
文
芸
諸
分
野
に
お
け
る
古
典
復
古
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。CBL

本
も
、
こ
の
古

典
復
古
の
流
れ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
絵
巻
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。一
七
世
紀
の
古
典
復
古
の
様
相
を
示
す
作
例
と
し
て
、「
幻
の
源
氏
絵
巻
」

挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
絵
巻
は
、
近
年
国
内
外
で
そ
の
断
簡
が
次
々
発
見
さ
れ
話
題
を
呼
ん
で
い
る（

（2
（

。
国
宝
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
し
の
ぐ
巻
数
で
構

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
お
り
、
黄
金
を
多
用
し
た
そ
の
豪
華
さ
、
独
自
の
場
面
選
択
や
物
語
解
釈
の
斬
新
さ
、
通
常
の
源
氏
絵
で
は
タ
ブ
ー
と
さ

れ
た
場
面
絵
画
化
な
ど
で
、
美
術
史
や
国
文
学
を
横
断
し
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
幻
の
源
氏
絵
巻
」
も
、
連
続
式
構
図
が
多
く
取
ら
れ

て
い
る
絵
巻
で
あ
る
点
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
髙
岸
輝
氏
は
、「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
関
す
る
座
談
会
の
中
で
、「
中
世
時
代
と
り
わ
け
鎌
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二
七

倉
時
代
に
特
徴
的
な
長
大
な
画
面
を
生
か
し
た
構
成
が
こ
の
〈
幻
の
源
氏
絵
巻
〉
に
は
み
ら
れ
ま
す
か
ら
一
七
世
紀
半
ば
の
古
典
復
古
的
な
作
品
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
な
お
、「
幻
の
源
氏
絵
巻
」
の
場
合
、CBL

本
の
よ
う
に
霞
を
使
っ
た
場
面
の
区
切
り
よ
り
も
、
吹
抜
屋
台
を
描
き
、

障
壁
画
等
で
場
面
を
区
切
る
方
法
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

　

CBL
本
に
お
い
て
は
、
特
に
長
大
な
場
面
は
下
巻
に
集
中
し
て
い
る
が
、
上
巻
に
お
い
て
も
、
霞
を
効
果
的
に
用
い
る
こ
と
で
連
続
式
構
図
を
実
現
し
て

い
る
。
ま
た
、
定
型
化
し
た
他
の
諸
本
が
絵
画
化
し
て
い
な
い
部
分
を
描
い
て
い
る
、
場
面
選
択
の
特
異
性
も
「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
共
通
す
る
。CBL

本
で
は
、『
竹
取
物
語
』
に
対
す
る
深
い
理
解
を
踏
ま
え
て
、
全
体
の
構
図
が
周
到
に
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、「
幻
の
源
氏
絵
巻
」
とCBL

本
の
絵
の
優
劣
の
差
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
幻
の
源
氏
絵
巻
」
は
、
想
定
さ
れ
る
巻
数
や
表
具
や
料
紙
の
豪
華
さ
、

精
緻
な
画
風
な
ど
か
ら
、
作
成
背
景
に
は
九
条
家
と
の
関
わ
り
も
推
測
さ
れ
て
お
り
、
近
世
初
頭
の
文
芸
活
動
の
粋
を
結
集
さ
せ
た
絵
巻
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
方
のCBL

本
は
、
色
鮮
や
か
な
顔
料
と
金
箔
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
て
描
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
絵
師
の
手
は
「
幻
の
源
氏
絵
巻
」
に
比
べ
る
と
い
く
ぶ

ん
拙
い
。
し
か
し
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
古
典
復
古
の
潮
流
が
、
一
部
の
上
層
階
級
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
裾
野
が
一
定
の

広
が
り
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
す
作
例
と
し
て
、CBL

本
の
重
要
性
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。CBL

本
に
は
、
復
古
的
要
素
に

加
え
、
近
世
初
頭
の
流
行
で
あ
っ
た
、
金
の
砂
子
を
散
ら
し
た
霞
も
随
所
に
描
い
て
い
る
。
ま
た
諸
本
に
お
い
て
定
形
化
が
確
認
で
き
た
図
様
も
適
宜
用
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
は
、
古
典
復
古
と
い
う
関
心
だ
け
で
な
く
、
時
代
の
好
尚
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
理
由
と
し
て
、
最
後
にCBL

本
の
最
終
場
面
を
取
り
上
げ
る
。

　

下
巻
の
最
終
場
面
は
、CBL

本
の
中
で
最
も
長
大
な
画
面
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
描
か
れ
て
い
る
場
面
の
順
番
で
あ
る
。
第
二

章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
の
場
面
の
話
が
普
通
の
絵
巻
の
順
序
（
右
か
ら
左
）
で
は
な
く
逆
勝
手
（
左
か
ら
右
）
で
描
か
れ
て
い
る
と
い
う

点
だ
。
こ
の
技
法
は
例
え
ば
平
安
時
代
の
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
延
喜
加
持
の
巻
で
、
命
蓮
が
使
わ
す
剣
の
護
法
童
子
の
場
面
に
使
わ
れ
て
い
る
。
逆
勝
手
の

構
図
を
用
い
る
と
、
右
か
ら
左
に
経
過
す
る
時
間
の
流
れ
を
覆
す
こ
と
と
な
り
、
印
象
的
な
画
面
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。CBL

本
最
終
場
面
で
も
、
月
か

ら
の
使
者
が
く
る
と
い
う
幻
想
的
な
内
容
を
表
す
た
め
に
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。
伝
統
的
な
や
ま
と
絵
の
構
図
法
に
習
熟
し
た
絵
師
に
よ
る
発
想
と
い
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
、CBL

本
で
は
、
こ
の
逆
勝
手
の
構
図
を
さ
ら
に
外
側
か
ら
霞
で
す
べ
て
と
り
囲
ん
で
い
る
点
に
新
規
性
が
あ
る
。
こ
の
構
図
に
よ
っ
て
、
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二
八

最
終
段
で
は
、
帝
に
奏
上
し
、
富
士
山
に
行
く
と
い
う
時
間
の
流
れ
の
中
に
別
の
時
間
（
過
去
の
出
来
事
）
が
、
あ
た
か
も
映
画
の
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
の
様
に
挿

入
さ
れ
る
。
霞
に
囲
ま
れ
た
部
分
は
、
高
野
大
国
が
こ
と
の
顛
末
を
帝
に
報
告
し
て
い
る
、
ま
さ
に
そ
の
内
容
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
読
み
手
は
、
全
て
を
同
じ
時
間
軸
で
鑑
賞
す
る
の
で
は
な
く
、
霞
の
中
に
描
か
れ
た
顛
末
を
、
帝
と
共
に
聞
い
て
い
る
よ
う
な
構
図
に
な
る
の
だ
。
そ
し
て

高
野
大
国
の
話
が
終
わ
っ
た
後
、
富
士
山
に
不
死
の
薬
を
燃
や
し
に
行
く
と
い
う
、
実
に
印
象
的
な
時
間
軸
の
演
出
で
絵
巻
全
体
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。
こ
の

様
な
構
図
法
は
、
他
の
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
諸
作
例
に
は
な
い
、CBL

本
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、CBL

本
に
お
け
る
古
典
的
要
素
と
新
規
性
と
の

見
事
な
融
合
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
典
と
時
代
性
を
融
合
し
た
、
新
し
い
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
の
創
出
、
そ
れ
こ
そ
がCBL

本
の
目
指
し
た
方
向

性
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
は
、
日
本
の
絵
巻
の
長
い
伝
統
に
お
い
て
、
独
特
の
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。
古
く
は
『
源
氏
物
語
』
の
時
代
に
も
愛
好
さ
れ
な
が
ら
、

中
世
に
遡
る
作
例
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
い
か
に
も
不
思
議
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
近
世
初
頭
に
な
る
と
に
わ
か
に
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
ブ
ー
ム
と
で
も
い

う
べ
き
状
況
が
出
現
し
、
数
多
く
の
作
例
が
現
存
す
る
。
本
稿
で
は
、
近
世
初
頭
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
絵
巻
五
本
に
つ
い
て
、
比
較
研
究
を
行
っ
た
。

画
面
の
比
較
を
通
じ
て
、
諸
本
間
の
差
異
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
る
。
特
に
、
連
続
式
構
図
と
い
う
明
ら
か
な
特
徴
を
も
っ
たCBL

本
の
重

要
性
が
改
め
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
本
作
は
、
失
わ
れ
た
中
世
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
と
近
世
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
を
つ
な
ぐ
、
貴
重
な
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ

ン
ク
で
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

CBL

本
で
は
、
連
続
式
構
図
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
動
き
の
あ
る
表
現
豊
か
な
事
物
、
登
場
人
物
が
描
か
れ
、
定
型
化
さ
れ
た
絵
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
工
夫

が
随
所
に
確
認
で
き
た
。
本
稿
で
はCBL

本
を
、
古
典
的
要
素
と
時
代
に
即
応
し
た
新
規
性
を
兼
ね
備
え
る
絵
巻
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
こ
の
見
方
を
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
作
例
と
の
比
較
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
は
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
詞
書
に
記
さ
れ
た
本
文

の
異
同
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
と
し
て
ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
研
究
を
通
じ
て
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」
の
魅
力
と
謎
の
入
口
が
見

え
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
で
行
っ
た
諸
本
の
比
較
と
い
う
方
法
は
、
他
の
近
世
絵
巻
研
究
に
も
敷
衍
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
豊
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二
九

か
な
近
世
絵
巻
の
世
界
の
探
求
を
、
今
後
も
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
）
片
桐
洋
一
他
編
『
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
』（
図
説
日
本
の
古
典
五
、
集
英
社
、
一
九
七
八
年
）

（
２
）
徳
田
進
『
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
的
研
究　

橘
守
部
作
竹
取
物
語
絵
巻
へ
の
展
開
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
）

（
３
）
反
町
茂
雄
『
日
本
絵
入
本
及
び
絵
本
目
録　

愛
蘭
国
ダ
ブ
リ
ン
・
チ
エ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
イ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
』（
弘
文
荘
、
一
九
七
九
年
）

（
４
）
中
野
幸
一
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
一
（
竹
取
物
語
）』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
七
年
）

（
５
）
工
藤
早
弓
『
奈
良
絵
本
下
』（
宮
帯
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）

（
６
）
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
二
二
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）

（
７
）
諏
訪
市
博
物
館
編
『
竹
取
物
語
絵
巻
』（
諏
訪
市
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）

（
８
）
樺
島
忠
夫
『
本
物
の
絵
巻
を
現
代
語
で
読
む　

竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
三
）

（
９
）
針
本
正
行
「
竹
取
物
語
絵
巻
の
本
文
」（『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要 

文
学
研
究
科
』、
三
十
八
号
、
二
〇
〇
六
年
）

（
10
）
中
野
幸
一
・
横
溝
博
共
編
『
九
曜
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
・
絵
巻
集
成
竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）

（
11
）
小
嶋
菜
温
子
他
『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
所
蔵　

竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）

（
12
）
久
保
木
寿
子
氏
「
絵
本
・
絵
巻
と
物
語
表
現
―
『
か
ぐ
や
ひ
め
』
の
背
景
―
」（『
白
梅
学
園
短
期
大
学
紀
要
』
四
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
）

（
13
）
中
島
和
歌
子
「
中
学
校
国
語
教
科
書
『
竹
取
物
語
』
の
挿
絵
を
め
ぐ
る
問
題
点
と
可
能
性　
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
昇
天
図
の
解
釈
と
分
類
」（『
札
幌
国
語
研
究
』
十
二
号
、

二
〇
〇
七
年
）

（
14
）
渡
辺
雅
子
「『
竹
取
物
語
』
絵
本
―
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
を
中
心
に
し
て
―
」（『
中
古
文
学
』
八
十
六
号
、
二
〇
一
〇
年
）

（
15
）
針
本
正
行
「
國
學
院
大
學
所
蔵
の
絵
入
り
物
語
」（『
中
古
文
学
』
八
十
六
号
、 
二
〇
一
〇
年
）

（
16
）
小
嶋
菜
温
子
「「
竹
取
物
語
絵
」
に
み
る
異
界
と
現
世
―CBL

（
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
）
本
・
立
教
本
「
不
死
薬
の
献
上
」
図
め
ぐ
っ
て
―
」（『
王

朝
文
学
と
物
語
絵
』、
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学
一
〇
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
）

（
17
）
曽
根
誠
一
「『
竹
取
物
語
』
絵
の
配
列
と
多
義
性　

逸
翁
美
術
館
本
と
諏
訪
市
博
物
館
本
の
比
較
を
通
し
て
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
四
号
、
二
〇
一
一
年
）

（
18
）
曽
根
誠
一
「
元
禄
五
年
絵
入
版
本
『
竹
取
物
語
』 

第
一
図
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
を
読
む
」（『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
四
四
号
、
二
〇
一
二
年
）

（
19
）
注
９
参
照
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三
〇

（
20
）
注
14
参
照

（
21
）
若
杉
準
治
編
『
絵
巻
物
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』（
至
文
堂
、
一
九
九
五
年
）

（
22
）
高
畑
勲
『
十
二
世
紀
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
―
国
宝
絵
巻
に
見
る
映
画
的
ア
ニ
メ
的
な
る
も
の
』（
徳
間
書
店
、
一
九
九
九
年
）

（
23
）
伊
藤
慎
吾
「
奈
良
絵
本
の
霞
―
そ
の
形
式
と
意
義
―
」（『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
研
究
』
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）

（
24
）
小
嶋
菜
温
子
他
『
源
氏
物
語
と
江
戸
文
化　

可
視
化
さ
れ
る
雅
俗
』（
森
話
社
、
二
〇
〇
八
）、
吉
川
美
穂
「
新
発
見
の
「
源
氏
物
語
絵
巻 

桐
壺
」―
製
作
背
景
と
そ
の
特
質
」

（『
徳
川
美
術
館
論
集
』
六
号
、
二
〇
一
〇
年
）、「
特
集 

公
開
場
面
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
も
と
め
て
」（『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
八
号
、
二

〇
一
一
年
）、
小
嶋
菜
温
子
他
「
座
談
会
世
界
の
源
氏
物
語
絵
―
い
ま
な
ぜ
光
が
あ
て
ら
れ
た
か
―
」（『
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
國
文
学
』
四
号
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
25
）
小
嶋
菜
温
子
他
「
座
談
会
世
界
の
源
氏
物
語
絵
―
い
ま
な
ぜ
光
が
あ
て
ら
れ
た
か
―
」（『
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
國
文
学
』
四
号
、
二
〇
一
三
年
）

挿
図
に
関
し
て
は
、
小
嶋
菜
温
子
他
『
竹
取
物
語
絵
巻　

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
所
蔵
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
よ
り
転
載
。
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竹
取
物
語
絵
巻
研
究
―
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
本
を
中
心
に
―

─ 240 ─

三
三

挿図 5-3

挿図 6

挿図 7-1



共
立
女
子
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要　

第
21
号　
（
２
０
１
５
）

─ 239 ─

共
立
女
子
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要　

第
21
号　
（
２
０
１
５
）

三
四

挿図 7-2

挿図 7-3

挿図 8



竹
取
物
語
絵
巻
研
究
―
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
本
を
中
心
に
―

─ 238 ─

三
五
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